
平成25年2月9日㊏～3月17日㊐
◎会場 品川歴史館 ◎開館時間 9：00～17：00（入場は16：30まで）

◎休館日 月曜日（但し、2月11日開館 2月12日休館） ◎観覧料 一般100円/小中学生50円
　（20名以上の団体は２割引/70歳以上の方、障害のある方、品川区立学校の小・

（品川区立品川歴史館・立正大学共催）
中学生は無料）

「シーボルトの日本研究
～立正大学開校140周年にちなんで～」

記念
講演

─絵図・古地図で語る田中啓爾文庫の世界─

立正大学開校１４０周年記念・品川区立品川歴史館企画展

● 申込：詳細は、「広報しながわ」平成25年2月1日号および品川歴史館
　ホームページでお知らせします。

● 講師：立正大学名誉教授　北原 進  ● 日時：3月9日㊏14：00～16：00

　　　　　　学校法人立正大学学園　　理事長　古河良晧
　　　　　　　　　　　　立正大学　　学　長　山崎和海
立正大学付属立正中学校・高等学校　　校　長　中原健次

平成 25年元旦

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　

第
3
回
「
モ
ラ
り
す
」
賞
の

表
彰
式
が
昨
年
11
月
3
日
、
橘

花
祭 

詳
細
は
11
面
へ 

開
催
中

の
大
崎
キ
ャ
ン
パス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
モ
ラ
り
す
賞
」
は
学
術
、
文

化
、ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他
の
分
野
に

お
い
て
、建
学
の
精
神
を
具
現
化

し
た
『「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
育
む
。』
を
体
現
す

る
顕
著
な
成
績
を
収
め
、
本
学

の
名
を
高
め
た
在
学
生
お
よ
び

卒
業
生
、
教
職
員
に
授
与
さ
れ

ま
す
。

　

第
3
回
の
受
賞
者
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
受
賞
理
由
は
表
の
と
お

り
。
社
会
人
の
部
で
は
渡わ

た
な
べ部
享た

か

宏ひ
ろ

さ
ん
（
仏
教
学
部
O
B
）、
学

生
の
部
で
は
尾お

堤づ
つ
み

直す
な
お

さ
ん（
社
会

福
祉
学
部
3
年
）
と
サ
イ
ク
リ

ン
グ
同
好
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

第
3
回「
モ
ラ
り
す
」賞
の
表
彰
式
開
催

学
生
、卒
業
生
、そ
し
て
同
好
会
に
授
与

　

昨
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト

で
横
浜
De
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
か
ら
４
位
指
名
の
赤
堀
大
智

外
野
手
（
セ
ガ
サ
ミ
ー
）
の
入

団
が
決
定
し
た
。
も
と
か
ら
強

肩
豪
打
で
2
0
0
9
年
の
大
学

日
本
一
に
貢

献
し
た
逸

材
。
こ
れ
で

立
正
大
か
ら

３
年
連
続
の

プ
ロ
入
団
と

な
っ
た
。

　

試
合
開
始
直
後
か
ら
ハ
ー
ド

タ
ッ
ク
ル
で
相
手
を
押
し
込
み
、

そ
こ
か
ら
機
敏
に
展
開
し
て
の

ト
ラ
イ
！ 

昨
年
12
月
8
日
、立
正

大

－

関
東
学
院
大
の
入
れ
替
え

戦
で
本
学
が
勝
利
し
、６
季
ぶ
り

の
１
部
復
帰
を
成
し
遂
げ
た
。

詳
細
は
10
面
へ

日本の未来のイメージは、何色ですか？
日本の未来に残したい漢字は、何ですか？

　昨年、本学建学の日に当たる10月13日に、開校140周年記念国際シン
ポジウム（詳細は3面、HP：http://140event.com/）が開催されました。
シンポジウムに先立ち、皆さんがイメージする「日本の未来の色」と、「遠
い未来に残したい、または残ってほしい漢字1字」を大学のホームページ
とfacebook、twitterで募集しました。
　その結果、色は「緑」、漢字は「和」（色の2位は「青」、漢字は「愛」、
3位は「グレー」と「心」）になりました。

今年の「モラりす」賞の受賞者。古河良晧理事長、
山崎和海学長から賞状の授与が行われました

強
肩
豪
打
の
赤
堀
大
智
外
野
手
が

横
浜
De
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
へ
入
団

関
東
2
部
で
全
勝
優
勝
の
ラ
グ
ビ
ー
部

6
季
ぶ
り
の
1
部
復
帰
!
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　昨年10月28日の学長選挙において、山崎和海学長
が再任され、第32代学長（2期連続）に就任が決まり
ました。以下、山崎学長のコメントです。
　「開校140周年の良き伝統を継承し、立正大学のアイデ
ンティティーを確固としたものにしつつ、絶えざる改革と
新たな「人間・社会・地球に関する総合大学」の構築に
向けて頑張っていきたいと思います」

山崎学長再任
「人間・社会・地球に関する総合大学」の構築へ

■第3回「モラりす賞」受賞者
部門 氏名 受賞理由

社会人の部
渡部享宏さん
仏教学部宗学科
平成9年卒

平成17年3月、NPO法人「子宮頸がんを考える市民
の会」を設立。事務局長として子宮頸がんの予防のた
めに検診を奨励する活動を行っている。

学生の部

尾堤直さん
社会福祉学部3年
※本紙第119号（昨年10月発行）で紹介

ボーイスカウト活動において、ボーイスカウトベンチャー
部門の最高章「富士章」を受章。

サイクリング同好会
（団体）
※本紙第118号（昨年7月発行）で紹介

埼玉県からの依頼を受けて「ぐるっと埼玉サイクルネッ
トワーク構想」のなかの『自転車みどころスポットを巡る
ルート100』に関する調査に協力。また、4月に警視
庁の「自転車安全利用TOKYOキャンペーン」に参加。

2013年（平成25年）4月、
立正大学付属立正中学校・
高等学校は馬込キャンパスに
移転します。

春には桜が咲き誇る、緑豊かなキャ
ンパス。機能的で光にあふれ、災害・
環境対策も万全です。

3  盛況だった開校140周年記念イベント
6  夢を実現！ 先輩3人の就活体験記
8  「感謝」をテーマに大崎最後の立正祭

9  目指すは日本一、淞南サッカー部
10  おめでとうラグビー部、1部復帰！
12  品川消防署から本学園と吹奏楽部に感謝状

書・涼風花（書道師範 日光観光大使）

撮影／岩瀬孝文

撮影／岩瀬孝文



篠田先生監訳の
『ADHD コーチン
グ』。ADHD のあ
る学生支援の専
門的なコーチング
手法を紹介してい
る唯一の本です

　

大
学
生
と
し
て
の
わ
た
し
の

最
初
の
リ
サ
ー
チ・ク
エ
ス
チ
ョ

ン
は
、
受
験
戦
争
の
“
落
ち
こ

ぼ
れ
”
に
対
す
る
反
発
心
か
ら

生
じ
た
も
の
で
し
た
。
逆
に
、

「
な
ぜ
落●

ち●

こ●

ぼ●

さ●

れ●

る●

の
か
」

と
考
え
る
う
ち
に
、
学
習
障
害

（
L
D
）
と
い
う
用
語
を
見
つ

け
、
自
分
が
感
じ
て
き
た
困
難

さ
、
生
き
に
く
さ
に
つ
な
が
る

“
何
か
”
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
直
感
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、
二
足
の
わ
ら

じ
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
実
験
心

理
学
と
臨
床
心
理
学
に
こ
だ

わ
っ
た
の
は
、
臨
床
的
な
支
援

に
は
、
明
確
な
援
助
ニ
ー
ズ
に

立
脚
し
た
戦
略
が
欠
か
せ
な
い

と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
特
別
支
援
教
育
総
合
研

究
所
で
、「
注
意
と
そ
の
障
害
に

関
す
る
研
究
」
と
い
う
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
に
巡
り
合
う
と
、
注
意

欠
如
多
動
性
障
害
（
A
D
H
D
）

や
、
社
会
性
に
困
難
さ
の
あ

る
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

（
A
S
D
）
な
ど
の
発
達
障
害
の

理
解
と
支
援
に
か
か
わ
る
仕
事

に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
特
殊
教
育
が
特
別

支
援
教
育
へ
と
変
貌
す
る
時
期

に
あ
り
、海
外
調
査
に
赴
く
と
、

自
身
の
困
難
さ
を
語
り
合
い
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
の
下
、

自
立
し
て
い
く
大
学
生
た
ち
と

出
会
い
ま
し
た
。
生
涯
発
達
支

援
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る
発

達
障
害
支
援
の
果
た
す
役
割
を

考
え
、「
援
助
ニ
ー
ズ
は
国
立

大
学
よ
り
も
私
立
大
学
の
ほ
う

が
少
な
く
な
い
の
で
は
」
と
の

思
い
か
ら
、
本
学
に
来
て
10
年

近
く
が
た
ち
ま
す
。

興
味
の
あ
る
分
野
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る

　

仏
教
学
部
仏
教
学
科
で
は
、

1
年
次
の
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
」

で
仏
教
学
の
基
礎
を
学
び
、
2

年
次
の
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
」
で

漢
文
資
料
の
読
解
を
行
う
こ
と

で
、
卒
業
論
文
作
成
の
基
礎
力

を
身
に
付
け
、
3
年
次
に
は

各
人
が
興
味
を
持
っ
た
テ
ー
マ

を
も
と
に
、「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ
」

を
選
択
し
ま
す
（
4
年
次
に
は

Ⅳ
に
な
る
）。
私
が
所
属
す
る

手
島
一
真
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
、「
仏
教
の
東
ア
ジ
ア
的

展
開
と
史
的
背
景
」
を
テ
ー
マ

に
、
主
に
中
国
仏
教
の
成
立
背

景
、
思
想
、
社
会
と
の
関
係
性

な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

手
島
ゼ
ミ
の
特
徴
は
論
文
講

読
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

仏
教
用
語
や
旧
字
体
な
ど
ふ
だ

ん
使
わ
な
い
活
字
に
慣
れ
、
論

文
の
書
き
方
を
、
実
際
に
読
み

な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
年
度
の
前
期
に

は
「
天て

ん

台だ
い

智ち

顗ぎ

と
北
朝
仏
教
学
」

を
講
読
し
、
中
国
南
北
朝
期

の
社
会
情
勢
や
思
想
の
展
開
を

理
解
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
後

期
に
は
「
敦と

ん

煌こ
う

發は
つ

現げ
ん

の
宮
廷
寫し

ゃ

經き
ょ
う

」
を
講
読
し
、
中
国
の
美
術

や
、
国
家
事
業
と
仏
教
と
の
関

係
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
講
読
に
扱
う
論
文
は
、
中

国
仏
教
を
多
方
面
か
ら
捉
え
た

も
の
。
こ
う
し
た
講
読
を
通
し

て
論
文
の
構
成
力
を
養
う
一
方
、

私
た
ち
が
研
究
し
た
い
と
思
う

分
野
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
も
で

き
、
ま
た
結
果
と
し
て
、
国
語

力
の
向
上
も
図
れ
る
の
が
、
手

島
ゼ
ミ
の
魅
力
で
す
。

的
確
な
論
文
指
導

一
人
ひ
と
り
を
サ
ポ
ー
ト

　

所
属
す
る
学
生
の
数
は
、
昨

年
度
は
10
名
ほ
ど
で
し
た
が
、

本
年
度
は
3
年
生
が
増

え
て
22
名
に
な
り
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
と
て

も
活
気
が
あ
り
ま
す
。

意
欲
的
な
学
生
も
多
く
、

3
年
の
段
階
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
研
究
テ
ー

マ
を
決
め
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
学
生
が
い
る

の
で
、
研
究
テ
ー
マ
も
「
中
国

仏
教
」「
日
本
仏
教
」「
美
術
」「
文

学
作
品
」「
信
仰
」「
文
化
」「
歴

史
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま

た
、
そ
う
し
た
学
生
の
多
様
な

自
ら
の
直
感
を
信
じ
、

気
に
な
る“
何
か
”を
求
め
続
け
る

“
生
き
に
く
さ
”に
理
解
の
あ
る

多
職
種
連
携
の
担
い
手
を
育
て
た
い

「仏教」から「文学」「歴史」まで多彩なテーマ
しっかりしたサポートで、安心して学べる

「
必
要
」と
確
信
で
き
る
も
の
を

探
求
し
続
け
る“
欠
乏
感
”と“
冒
険
心
”

研
究
紹
介
｜
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
教
授  

篠
田
晴
男

ゼ
ミ
自
慢
｜
仏
教
学
部
仏
教
学
科
准
教
授  

手て

島じ

ま

一い

っ

真し

ん

ゼ
ミ

白鳥沙知（仏教学部仏教学科４年）私立横浜創英高等学校出身

関
心
に
対
し
て
、
手
島
先
生
は

寛
容
で
す
。
ど
ん
な
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
も
、
的
確
な
資
料
や
研

究
方
法
の
こ
つ
を
教
え
、
一
人

ひ
と
り
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

手
島
ゼ
ミ
に
入
る
と
、
ま
ず

卒
業
研
究
に
向
け
て
各
自
で
研

究
文
献
の
目
録
作
り
を
し
、
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に

「
優
れ
た
」
参
考
文
献
を
集
め

ま
す
。
そ
し
て
目
次
・
構
成
を

組
み
立
て
な
が
ら
、
卒
業
論
文

の
目
的
を
明
確
に
し
て
い
き
ま

す
。
夏
期
休
暇
中
に
は
研
究
中

間
発
表
が
あ
り
、
学
生
同
士
で

情
報
を
共
有
し
た
り
、
意
見
を

交
わ
し
た
り
し
て
論
文
の
内
容

を
高
め
て
い
き
ま
す
。
節
目
節

目
で
先
生
の
助
言
も
頂
け
る
の

で
、
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

基
礎
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま

で
幅
広
く
知
識
を
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
学
生
と
共

に
学
び
、
価
値
観
を
広
げ
、
成

長
し
て
い
け
る
。
手
島
ゼ
ミ
は

そ
ん
な
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
す
。

　

実
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
人

の
支
援
に
か
か
わ
る
仕
事
は
、

特
別
支
援
教
育
を
専
門
と
す
る

大
学
や
研
究
所
に
お
い
て
す

ら
、「
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な

人
が
い
る
の
か
」「
援
助
ニ
ー

ズ
は
あ
る
の
か
」
と
冷
や
や
か

な
視
線
を
浴
び
つ
つ
、
や
む
な

　

ゼ
ミ
で
は
、
発
達
障
害
を
は

じ
め
と
し
た
困
難
さ
の
あ
る
人
々

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
子
ど
も

や
青
年
の
専
門
的
メ
ン
タ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
目
指
し
、

学
び
合
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
互
い
の
悪
戦
苦
闘
を
ね
ぎ

ら
い
、
発
達
の
力
を
信
じ
、“
つ

ら
楽
し
い
”
学
び
に
励
も
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

目
標
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
支
援

の
在
り
方
と
支
援
者
養
成
の
体

く
個
人
的
な
研
究
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
幸
い
、

戦
友
の
よ
う
な
先
見
的
な
仲
間

や
、
海
外
の
実
践
研
究
者
、
そ

し
て
援
助
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と

を
訴
え
て
く
れ
た
勇
気
あ
る
当

事
者
の
存
在
が
後
押
し
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

系
化
に
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ

と
に
、
私
の
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
多

く
の
卒
業
生
が
、
臨
床
心
理
士

を
は
じ
め
、当
事
者
メ
ン
タ
ー
、

教
師
、
看
護
士
、
保
育
士
、
福

祉
や
就
労
の
専
門
家
、
医
療
領

域
の
研
究
者
と
な
り
ま
し
た
。

支
援
に
欠
か
せ
な
い
多
職
種
連

携
の
資
源
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
に
汗
を
か
い
て
く
れ
て

い
る
と
思
う
と
、
頼
も
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

2

ゼミでは、育ちの語り合いや共同の作品作りを通して、得手不得手といった自
己理解・他者理解が深まります

News vol.120  2013年（平成25年）1月1日発行

発達障害児者の支援が専門の篠田先生。「いずれの
人にも困難さがあり、理解と支援の有無によってその
障害は大きくも、小さくもなる」と話します

とても活気があり、共に学び、価値観を広げ、成長していくことができるゼミです

学生の多様な関心に対して寛容な手島先生。一人ひ
とりをしっかりサポートしてくださいます

総勢22名の手島ゼミ。研究テーマも「中国仏教」から「美術」「文化」「歴史」などさまざまです



⑤戦後の立正大学の教育、研究、経営に強いリーダーシップを発揮した
石橋湛山（第16代立正大学学長・第55代内閣総理大臣）と立正大学140
年の歩みを三つの時代に分けて展示しました

⑥今年で第17回を迎えた飯高檀林コンサート。開校
140周年を記念して、本学のハンドベルクラブ「キンコ
ンカンバンド」がオープンニングで演奏をしました
　　　　             　　（写真提供／飯高檀林コンサート実行委員会）

⑦国内外の法華経の研究者を一堂に集めた第7回国際法華経
学会。本学では1987年以来、２度目の開催でした

③日本人として初めて8000m峰全14座の登頂に成功した
本学OBの竹内洋岳氏による講演。さまざまなエピソードが
語られました

2012年、本学は開校140周年を迎えました。それに伴い、今
年度はさまざまなイベントを開催しています。以下、これまで（10
月～12月）に開催されたイベントを写真とともにご紹介します。

が
っ
て
、
石
橋
を

知
ろ
う
と
思
え

ば
、
本
学
の
歴
史

を
さ
ら
に
さ
か
の

ぼ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

そ
こ
で
大
崎
図

書
館
の
資
料
を
調

べ
て
い
て
行
き
当

た
っ
た
の
が
、
立

正
大
学
同
窓
会
発

行『
希
望
と
回
顧
』

（
大
正
13
年
）
だ
。

当
時
の
同
窓
会
は
現
役
学
生
の

組
織
で
、
大
学
令
に
よ
る
昇
格

が
実
現
し
た
の
が
大
正
13
年
の

こ
と
。
こ
の
本
は
、
日
蓮
宗
大

こ
と
を
知
ら
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
16
代

学
長
石
橋
の
父
は
、
第
6
代
学

長
の
杉
田
日に

っ

布ぷ

で
あ
る
。
し
た

学
か
ら
の
昇
格
の
ま
さ
に
そ
の

年
に
、
現
役
学
生
た
ち
が
編
纂

し
た
記
念
誌
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
本
の
内
容
自
体
も

い
ろ
い
ろ
と
面
白
い
の
だ
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
私
の
目
を
引

い
た
の
は
、
収
蔵
本
表
紙
裏
に

あ
っ
た
、
寄
贈
者
で
あ
る
昭
和

2
年
卒
O
B
、
相
原
信
達
氏
の

自
筆
の
書
き
込
み
で
あ
る
。
氏

は
当
時
の
哲
学
科
の
学
生
で
、

昇
格
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
か

つ
て
の
1
号
館
に
つ
い
て
「
校

舎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
よ
い
が

窓
が
ま
だ
出
来
て
ゐ
な
く
、
簾す

だ
れ

を
下
し
て
雨
を
よ
け
乍な

が

ら
講
義

を
聴
い
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と

記
し
て
い
る
。

　

産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
の
立

正
大
学
の
、
最
初
期
の
授
業
風

景
で
あ
る
。
雨
の
日
の
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
窓
を
開
け

て
授
業
を
受
け
て
み
る
と
、
88

年
前
の
先
輩
達
の
思
い
に
ほ
ん

の
少
し
だ
け
近
づ
け
る
か
も
し

れ
な
い
。

旧
1
号
館
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド  

そ
の
1

降
る
雨
を
よ
け
な
が
ら
学
ん
で
い
た
最
初
期

　

恐
ら
く
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

絡
み
合
っ
た
結
果
だ
ろ
う
、
年

史
編
纂
委
員
で
も
な
い
私
に
、

専
門
外
の
「
石
橋
湛
山
特
集
」

の
執
筆
依
頼
が
来
て
し
ま
っ

た
。
当
初
は
嫌
々
な
が
ら
の
仕

事
だ
っ
た
が
、
多
少
な
り
と
も

大
学
の
歴
史
を
学
ん
で
み
る

と
、
趣
深
く
感
じ
た
こ
と
も
多

い
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
つ
を
記

し
て
み
た
い
。

　

石
橋
の
実
父
が
日
蓮
宗
大

学
当
時
の
本
学
学
長
で
あ
っ
た

入試センター長・法学部教授

早川誠

①当日午後は、ハーバード大学ライシャワー日本研究所のヘレン・ハーデーカー教授
とライデン大学の中東・アジア地域研究所のイフォ・スミッツ教授による基調講演の後、

「未来への智見 ～人・文化・宗教・生き方」をテーマにパネルディスカッションが行
われました

②厳かに執り行われた第3部の御会式法要。本学140周年記念慶讃法要でもあります

140周年記念イベント報告

1
0
0
周
年
記
念
」（
10
月
13

日
）
※
写
真
④

◆
企
画
展

・「
第
16
代
学
長 

石
橋
湛
山
展
」

（
10
月
1
日
～
10
月
31
日
）

　

※
写
真
⑤

◆
コ
ン
サ
ー
ト

・「
飯い

い

高だ
か

檀だ
ん

林り
ん

コ
ン
サ
ー
ト
（
開

催
協
賛
）」（
10
月
7
日
）

　

※
写
真
⑥

◆
学
会

・「
国
際
法
華
経
学
会
」（
10
月

15
日
、
16
日
）
※
写
真
⑦

・ 「
富
士
学
会
」（
11
月
10
日
）

・「
国
際
異
文
化
学
会
」（
11
月

10
日
）

◆
そ
の
他

・「
大
崎
を
元
気
に
!
」
J
R

大
崎
駅
（
鉄
道
開
業
1
4
0
周

年
）
コ
ラ
ボ
企
画

・「
1
4
0
×
1
4
0
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
絆
づ
く
り
」（
12
月
20

日
）

◆
式
典

・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
、

日
本
を
考
え
る
」（
10
月
13
日
）

　

※
写
真
①
②

◆
講
座
・
講
演
会

・「
挑
戦
し
続
け
る
想
い
～
14

座
の
軌
跡
を
語
る
～
」
14
座
完

全
登
頂
記
念 

竹
内
洋ひ

ろ

岳た
か

氏
公

開
講
座
（
11
月
10
日
・
大
崎
、

11
月
24
日
・
熊
谷
）

　

※
写
真
③

◆
学
生
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

・「
児
童
文
化
研
究
部 

創
部

大正13年（1924年）に竣工した旧１号館。この年、
本学は日蓮宗大学から立正大学に昇格した

相原信達氏の書き込み。
産声を上げたばかりの立正
大学の授業の様子が目に
浮かぶ
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学生、地域住民、子どもたち。対象もさまざま
盛況だった24年度の公開講座
本学では、さまざまな視点から、一般に広く公開講座を開催しています。
ここでは平成24年度に大学や学部が主催した講座について振り返ります。

　

ま
た
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
地
域
交
流
・
生
涯
学
習
支

援
を
目
的
に
、熊
谷
3
学
部（
法

学
部
・
社
会
福
祉
学
部
・
地
球

環
境
科
学
部
）
が
合
同
で
、「
つ

な
ぐ 

～
人
と
自
然
・
人
と
社

会
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
前
期
・

後
期
各
6
回
ず
つ
公
開
講
座
を

開
催
。
学
部
の
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
講
演
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
同
様
、「
子

ど
も
大
学
く
ま
が
や
」
を
開
校

し
、
全
4
回
の
授
業
に
保
護
者

を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
が
来
校
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

町
中
で
の
体
験
学
習
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
（
写

真
）。

　

そ
の
ほ
か
、
地
域
社
会

へ
の
開
放
的
・
知
的
な
貢

献
と
し
て
本
学
の
教
員
と

名
誉
教
授
が
直
接
市
町

村
に
出
向
き
講
義
を
行

う
「
デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ

　

大
学
主
催
の
公
開
講
座
と
し

て
は
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て

世
界
の
8
0
0
0
m
峰
14
座
を

完
全
登
頂
し
た
、
本
学
O
B
で

プ
ロ
登
山
家
の
竹
内
洋
岳
さ
ん

を
招
い
て
開
催
し
た
「
挑
戦
し

続
け
る
想
い 

～
14
座
の
軌
跡

を
語
る
～
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
大
崎
・
熊
谷
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
2
回
に
わ
た
り
開
催
。
い

ず
れ
も
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、

1
部
は
竹
内
さ
ん
の
14
座
完
全

登
頂
ま
で
の
軌
跡
を
映
像
で
紹

介
し
た
後
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
2
部
は
本
学
の
学

生
と
竹
内
さ
ん
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
。
学
生
た
ち
は
竹
内
さ
ん
と

の
ト
ー
ク
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

文
学
部
は
品
川
区
と
共
催

で
、「
平
家
物
語
の
世
界
」
を

統
一
テ
ー
マ
に
、
平
家
物
語
の

魅
力
を
5
回
に
分
け
、
本
学
教

員
が
講
演
し
ま
し
た
（
詳
細
は

４
面
）。

　

経
済
学
部
は
、
関
西
商
品
取

引
所
理
事
長
の
岡
本
安
明
氏
を

招
き
、
世
界
に
先
駆
け
て
の
商

品
先
物
市
場
「
堂
島
米
会
所
」

に
つ
い
て
講
演
。
ま
た
、
江
戸

期
以
降
の
情
報
伝
達
手
段
「
旗

振
り
」を
関
西
の
若
手
芸
人
が
、

ち
ょ
ん
ま
げ
姿
で
再
現
し
ま
し

た
（
写
真
）。

　

心
理
学
部
は
文
学
部
同
様
、

品
川
区
と
共
催
で
、「
社
会
と

自
分
を
み
つ
め
る
心
理
学

—

信

じ
る
こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
の
声

—

」

を
全
体
テ
ー
マ
と
す
る
講
座
を

学
部
の
教
員
が
2
回
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た（
詳
細
は
４
面
）。

関西の若手芸人が、ちょんまげ姿で「堂島
米会所」の様子について説明しました

ジ
」
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
開
催
地
は
、
茨

城
県
筑
西
市
、福
島
県
郡
山
市
、

埼
玉
県
三
郷
市
、
栃
木
県
佐
野

市
、
岩
手
県
釜
石
市
等
で
開
催

し
、
多
数
の
方
が
受
講
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
講
座
以
外
に
も
、

本
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
開

か
れ
た
大
学
と
し
て
、
2
0
1
3

年
度
も
立
正
大
学
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

④創部100周年を迎えた児童文化研究部。立正中学校・高
等学校の学生食堂にて人形劇公演、祝賀会を開催。歴代の
OBと現役部員で総勢121名が集いました

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
の
「
子
ど
も
大
学
く

ま
が
や
」。
こ
の
日
は
、「
走
っ
て
頭
が
よ
く

な
る
っ
て
ほ
ん
と
う
？
」
を
テ
ー
マ
に
社
会

福
祉
学
部
の
山
西
先
生
が
説
明
し
ま
し
た



　

3
・
4
年
生
合
同
の
地

理
学
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｅ
ク
ラ

ス
）
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
実
習
地
に
選

ん
だ
熊
谷
市
北
部
の
妻め

沼ぬ
ま

地
区
は
、
国
宝
・
妻
沼
聖

天
山
を
核
と
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
地

調
査
で
は
、
学
生
が
地
域

の
資
源
と
改
善
点
を
探
し

て
町
な
か
を
歩
き
回
り
、

2
種
類
の
地
図（
め
ぬ
ま
っ

ぷ
地
域
資
源
編
・
改
善
編
）
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
地
区
の
自
治
会

館
で
開
催
し
た
「
町
な
か
ゼ

ミ
」
で
は
、
地
元
の
方
が
多
数

参
加
す
る
な
か
、
学
生
が
「
妻

沼
の
地
域
資
源
・
地
域
改
善
」

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
学

生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験

で
、
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
参
加
者
と
の
活

発
な
意
見
交
換
も
あ
り
、
各
自

が
手
応
え
を
感
じ
る
ゼ
ミ
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
毎
週
水
曜
日
の

夕
刻
、
5
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
た
恒
例
の
文
学
部
公
開
講
座

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、『
平
家

物
語
の
世
界
』と
題
し
て
、わ
が

国
に
お
け
る
中
世
文
学
の
代

表
作『
平
家
物
語
』に
つ
い
て
、

文
学
、
史
学
、
哲
学
、
仏
教
学

の
各
視
点
か
ら
本
学
教
員
に
よ

る
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
多
彩

な
分
野
か
ら
の
講
演

は
本
学
な
ら
で
は
の

こ
と
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
大
河

ド
ラ
マ
『
平
清
盛
』
が

放
映
中
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
学
生
や

一
般
の
方
な
ど
、
延
べ

1
5
5
4
名
も
の
来

場
者
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後

も
、文
学
部
で
は
こ
う

し
た
知
的
好
奇
心
を

刺
激
す
る
充
実
し
た

内
容
で
公
開
講
座
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
は
、
社
会
福
祉
学

部
で
は
行
事
が
目
白
押
し
で
し

た
。
ま
ず
、
11
月
3
日
、
保
育

専
門
学
校
、
短
期
大
学
部
、
学

部
、
そ
し
て
大
学
院
の
卒
業
生

に
よ
る
「
社
会
福
祉
学
部 

第

6
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

を
ユ
ニ
デ
ン
ス
に
て
開
催
。
多

数
の
出
席
を
得
ま
し
た
。
当
日

は
、
星
霜
祭
の
期
間
中
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
本
学
部
も
「
社

会
福
祉
学
部
フ
ェス
タ
」と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
11
日
に
、
立
正
大
学

社
会
福
祉
学
会
第
14
回
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
テ
ー

マ
は
「
教
育
と
福
祉
の
連
携
を

考
え
る
」。
白
鳥
勲
氏
（
さ
い

た
ま
教
育
文
化
研
究
所
）
の
基

調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学

部
生
を
含
め
34
名
に
よ
る
会
員

発
表
、
懇
親
会
を
行
い
、
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
12
月
1
日
は
社

会
福
祉
学
研
究
所
公
開
講
座
。

蟻
塚
昌
克
教
授
を
講
師
と
し
て

「
福
祉
の
思
想
と
そ
の
時
代
」を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
研
究
す
る

高
橋
ゼ
ミ
で
は
、
ゼ
ミ
生
諸
君

が
主
体
的
に
活
動
す
る
た
め
の

場
を
学
内
外
に
多
く
設
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

9
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
の
5

日
間
、
台
湾
で
の
海
外
研
修
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
台
北
郊
外
の

長
庚
大
学
（C

hang Gung 

U
niversity

）
で
の
研
究
発

表
会
を
実
施
し
、
現
地
大

学
の
先
生
方
や
学
生
を
前

に
、
ゼ
ミ
生
諸
君
が
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
企

業
の
海
外
現
地
法
人
を
訪

問
し
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
最

前
線
で
活
躍
す
る
現
地
法

人
の
社
長
な
ど
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
研
究
内
容

に
関
連
し
た
質
疑
応
答
を

　

昨
年
の
11
月
23
日
、
毎
年
恒

例
の
法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

本
学
法
学
部
の
21
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
参
加
。
い
じ
め
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
検
察
審
査
会
、
民
法
改

正
、セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

経
済
学
部
で
は
、
日
々

の
学
部
で
の
勉
強
か
ら

就
職
活
動
に
ス
ム
ー
ズ

に
入
っ
て
い
け
る
よ
う
に

と
、
毎
週
火
曜
日
に
学
部

独
自
の
就
職
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
学
生
一
人

ひ
と
り
へ
の
個
別
対
応
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
4
年

生
に
対
し
て
は
、
年
間
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就

職
活
動
の
状
況
や
課
題

に
応
じ
、
個
別
相
談
や

面
接
練
習
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、
3
年
生
向
け

の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
4
～

5
時
限
）
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
1
8
7
名
の
応

募
が
あ
り
、
昨
年
の
2
倍
以
上

の
規
模
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

3
年
生
は
、
4
年
の
内
定
者

の
話
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
講

義
を
通
し
て
自
分
の
適
性
を
分

な
ど
、
現
代
の
最
先
端
の
法
律

問
題
に
つ
い
て
日
ご
ろ
の
研
究

の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
模
擬
裁
判
の
形
式

や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ド

の
活
用
な
ど
、
学
生
た
ち
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に

も
ま
す
ま
す
磨
き
が
か

か
っ
て
お
り
、
ど
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
も
見
応
え
、
聞
き

応
え
と
も
に
十
分
な
内
容

で
し
た
。

　

な
お
最
も
優
秀
な
報
告

を
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
贈

ら
れ
る
同
窓
会
賞
に
選
ば

れ
た
の
は
友
田
ゼ
ミ
ナ
ー

ル（
刑
法
）。
満
員
の
聴
衆

に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
模

擬
裁
判
の
形
式
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、い
じ
め
問
題
に

つ
い
て
鋭
く
切
り
込
ん
だ

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

析
し
、
ま
た
企
業
研
究
等
も
学

び
ま
す
。
そ
の
う
え
で
6
名
ご

と
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作

成
や
面
接
な
ど
を
、
実
践
形
式

で
行
い
ま
し
た
。
志
望
や
性
格

に
応
じ
た
個
別
指
導
を
受
け
、

学
生
は
自
分
に
適
し
た
道
を
真

剣
に
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
、
期
待
と
不
安
を
胸
に

就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

第
1
回
は
対
人
・
社

会
心
理
学
科
の
西
田
公

昭
教
授
に
よ
る
「
マ
イ

ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
脅

か
さ
れ
る
現
代
社
会
」、

第
2
回
は
臨
床
心
理
学

科
の
沼
初
枝
教
授
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
声
に
耳

を
傾
け
て
み
る 

～
心
理

検
査
が
伝
え
る
こ
と
～
」。

両
日
と
も
、
世
代
を
超

え
た
た
く
さ
ん
の
参
加

者
を
迎
え
て
開
催
さ

れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
心
理
学
部
公

開
講
座
は
、
品
川
区
と
の
共
催

で
、「
社
会
と
自
分
を
見
つ
め

る
心
理
学 

～
信
じ
る
こ
こ
ろ

と
こ
こ
ろ
の
声
～
」と
題
し
て
、

10
月
26
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
回
の
公
開
講
座
は
、

本
学
部
に
あ
る
臨
床
心
理
学
科

と
対
人
・
社
会
心
理
学
科
、
両

学
科
の
特
色
を
生
か
し
、
社
会

心
理
学
領
域
お
よ
び
心
理
臨
床

領
域
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る

2
人
の
教
員
に
よ
る
2
回
の
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
蓮
聖
人
が
ご
入
滅
の
お
逮た

い

夜や（
前
夜
）に
当
た
る
10
月
12
日

に
は
、毎
年
、
入
滅
の
地
・
池
上

本
門
寺
を
中
心
に
、
盛
大
な
法

会
が
行
わ
れ
ま
す
。本
学
で
も
、

例
年
、仏
教
学
部
生
を
中
心
に
、

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
し
て

池
上
ま
で
、
お
題
目
を
唱
え
太

鼓
を
叩
き
な
が
ら
行
進
す
る
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行あ
ん

脚ぎ
ゃ

隊
は
、
日
蓮
宗
宗
立
堀

之
内
学
寮
の
寮
監
で
あ
る
伊
東

泰
樹
先
生
を
隊
長
と
し
、
学
寮

生
を
中
心
に
、
大
学
院
生
も
加

わ
り
、
総
勢
約
30
名
に
よ
る
編

成
。
当
日
は
、出
発
前
に
山
崎

和
海
学
長
、原
愼
定
仏
教
学

部
長
よ
り
訓
辞
を
受
け
、

出
発
。
一
同
、
声
を
張
り
上
げ

て
、
報
恩
感
謝
と
未
来
へ
の
祈

り
を
込
め
、
歩
み
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。

あれこれこれあれ

好
評
だ
っ
た『
平
家
物
語
の
世
界
』

文学部

熊
谷
市
妻
沼
地
区
で「
町
な
か
ゼ
ミ
」を
開
催

地球環境科
学部

2
学
科
の
特
色
を
生
か
し
た
公
開
講
座
に
多
数
の
参
加
者

心理学部

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、学
会
、公
開
講
座
と
多
彩
な
行
事

社会福祉
学部

見
応
え
、聞
き
応
え
十
分
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

法学部

視
野
を
広
げ
る
海
外
研
修
旅
行

経営学部

報
恩
感
謝
と
未
来
への
祈
り
を
込
め
、

池
上
ま
で
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
行
進

仏教学部

12月1日の公開講座には、多数の学生が集まり大盛況でした

学
部
独
自
の
就
職
支
援
を
実
施

経済学部

沼教授の講座では参加者全員に心理検査を体験していただき
ました

講座は、5 回ともたくさんの来場者を集めました

6名ごとにアドバイスを受けながらエントリーシートを作成します

学生たちのプレゼンテーションスキルにも磨きがかかっています

山
崎
学
長
、
原
仏
教
学
部
長
よ
り
訓
示
を
受
け
、
池
上
本
門
寺
に
向
け
出
発
!

地元の方たちを前に、学生が「妻沼の地域資源・地域改善」に
ついて発表しました

現地の大学では英語でプレゼンテーションを行いました

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
旅
行
を
通
じ

て
、
ゼ
ミ
生
諸
君
は
自
ら
の
考

え
や
意
思
を
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
や
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
た
だ
け
で
な
く
、
視
野

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い

刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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20
年
前
の
平
成
4
年
に
1
2
0

周
年
を
迎
え
、
本
学
の
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
方
式
で
、
旧
建
築
を
解

体
。
現
在
の
1
号
館（
管
理
棟
）

と
2
号
館
（
研
究
棟
）を
中
心

と
す
る
新
た
な
装
い
と
な
っ

た
。
当
時
、
学
長
職
に
あ
っ
た

筆
者
は
、
思
い
出
と
し
て
、東

京
湾
に
面
す
る
時
計
台
を
残
し

て
も
ら
っ
た
。

　

ど
う
し
て
も
講
堂
が
欲
し
い

と
い
う
声
も
起
こ
っ
た
が
、
当

初
、
建
築
基
準
法
の
容
積
率
の

関
係
で
無
理
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
設
計
者
が
知
恵

を
絞
っ
て
、
地
下
に
石
橋
湛
山

記
念
講
堂
を
造
っ
た
。
さ
ら
に

宗
教
伝
統
の
あ
る
他
大
学
に
な

ら
っ
て
「
み
ほ
と
け
」
を
安
置

し
た
い
と
い
う
熱
望
が
起
こ
り
、

中
央
に
「
久
遠
の
釈
尊
」
が
、

文
化
勲
章
受
章
・
芸
術
院
会
員

の
円え

ん

鍔つ
ば

勝か
つ

三ぞ
う

先
生
の
作
で
実
現
。

そ
の
両
脇
に
仕
え
る
「
四
菩
薩
」

と
い
う
木
彫
像
は
、
当
時
の
若

き
信し

田だ

司つ
か
さ

本
学
講
師
が
東
京
芸

術
大
学
の
工
房
で
制
作
し
た
。

　
『
法
華
経
』
に
は
宇
宙
空
間

を
思
わ
せ
る
壮
大
な
説
法
の
場

面
が
描
か
れ
る
。
霊り

ょ
う

鷲じ
ゅ

山せ
ん

と
い

う
、
下
か
ら
見
る
と
聖
な
る
鷲

が
羽
を
拡
げ
て
い
る
姿
の
山
上

で
の
説
法
で
あ
る
が
、
見
宝
塔

品
第
十
一
の
途
中
で
壮
麗
な
多

宝
塔
が
地
中
よ
り
涌
き
出
る
よ

う
に
現
れ
、
空
中
に
と
ど
ま
っ

「
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の

  

不
思
議
な
モ
ニュ
メ
ン
ト
は
…
」

目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、

基
礎
学
力
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い

渡
邊
寶
陽

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

かつては教養部として公
開講座を活発に開催し、
教養部論集『LOTUS』も
刊行していた

上から、熊谷キャンパスの中にあった新生寮（男
子寮）と白菊寮（女子寮）。そして、新生寮の食堂。
いずれも当時としてはとてもモダンな建物だった

「
熊
3
」に
な
り
た
く
な
い
!

必
死
に
勉
強
し
て
い
た

熊
谷
の
学
生
た
ち

　

私
は
41
年
前
、
本
学
に
教
養

部
数
学
担
当
専
任
講
師
と
し
て

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
同
期

の
着
任
は
、水
野
先
生（
英
語
）、

内
藤
先
生
（
中
国
語
）、
齊
藤

勇
先
生
（
現
心
理
学
部
長
）
と

私
の
４
名
で
す
。

　

当
時
、
本
学
は
、
仏
教
学
部
、

文
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学

部
の
4
学
部
と
教
養
部
か
ら
構

成
さ
れ
、教
養
課
程
（
1
・
2
年

次
生
）と
専
門
課
程
（
3
・
4
年

次
生
）
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、教
養
課
程
は
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
養
部
が
、
専
門
課

程
は
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
各
学

部
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
。
こ
の
う

ち
教
養
部
は
社
会
科
学
系
列
、

人
文
科
学
系
列
、
自
然
科
学
系

列
、
語
学
系
列
、
体
育
系
列
か

ら
成
る
50
名
ほ
ど
の
専
門
の
教

員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
は
1
、
2
年
次
で
各
系

列
か
ら
必
要
な
単
位
を
取
得
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
、

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
専
門
課
程

に
進
級
で
き
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

毎
年
2
月
末
に
進
級
判
定
結
果

が
掲
示
場
に
張
り
出
さ
れ
る
際

に
は
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
合
格
者
は

晴
れ
て
東
京
近
辺
で
の
ア
パ
ー

ト
探
し
に
奔
走
し
、
不
合
格
者

（「
熊
3
」
と
呼
ば
れ
ま
す
）
は

涙
に
暮
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

教
養
課
程
の
2
年
間
、
学
生
た

ち
は
必
死
に
勉
強
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
と
比
較
す
る
と
、
今

の
学
生
た
ち
は
、
就
職
難
の
時

代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勉
学
の

意
欲
に
多
少
欠
け
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
は
、
本
学
に
限
ら

ず
、
入
試
の
多
様
化
に
由
来
す

る
、
入
学
者
の
基
礎
学
力
不
足

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

O
B
た
ち
に
は

熊
谷
は
第
二
の
故
郷

　

か
つ
て
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
新
生
寮
（
男
子
寮
）、
白

菊
寮
（
女
子
寮
）
を
は
じ
め
、

大
学
近
隣
に
民
間
の
学
寮
、
学

生
ア
パ
ー
ト
が
点
在
。
広
い

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施

設
も
充
実
し
て
い
て
、
多
く
の

学
生
は
熊
谷
で
安
価
で
快
適
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌
し

て
い
ま
し
た
。O
B
た
ち
が「
熊

谷
は
第
二
の
故
郷
だ
」
と
、
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
の

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
か
つ
て
の
2
キ
ャ
ン

パ
ス
制
は
学
生
生
活
に
め
り
は

り
を
生
み
、
良
い
教
育
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
15
年
ほ
ど
前
、
大

学
大
綱
化
の
名
の
下
、
必
ず
し

も
教
養
課
程
を
置
く
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
本
学
で
も
入

試
戦
略
と
も
相
ま
っ
て
、
さ
っ

そ
く
教
養
部
を
解
体
。
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
学
力
不

足
は
、
昨
今
の
日
本
の
大
学
生

全
体
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

基
礎
学
力
あ
っ
て
の
高
等
教
育

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
ど
ん
な
に
崇
高
な
理
論
を

教
わ
っ
て
も
、
土
台
が
し
っ
か

り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
全
く
身

に
付
か
ず
、
単
な
る
時
間
の
浪

費
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

表
現
の
道
具
と
し
て

不
可
欠
な
数
学

就
職
・
昇
進
に
も
有
利

　

経
済
学
部
所
属
の
数
学
担
当

教
員
と
し
て
感
想
を
少
し
述
べ

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
学
の
入
学
者
を

見
る
と
、
高
校
に
お

い
て
、
文
系
の
学
部

へ
進
学
す
る
場
合

は
、
理
数
系
の
科
目

を
あ
ま
り
勉
強
し
な

く
て
も
よ
い
と
教

わ
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。実
際
、

入
試
で
数
学
を
選
択

す
る
受
験
生
は
ご
く

少
数
で
す
。

　

し
か
し
、
い
ざ
大

学
に
入
学
し
て
、
経

済
学
を
勉
強
し
始
め

る
と
、
数
学
的
表
現

が
多
く
、
全
く
理
解

で
き
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
る
は
ず
で

す
。
経
済
学
に
限
り

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
学

問
に
お
い
て
も
、
数

学
は
表
現
の
道
具
と

し
て
用
い
ら
れ
こ
と
が
多
い
の

で
す
。

　

半
年
ほ
ど
前
で
す
が
、
京
都

大
学
や
同
志
社
大
学
な
ど
の
研

究
チ
ー
ム
が
、
文
系
学
部
の
卒

業
者
1
万
3
0
0
0
人
に
つ
い

て
、
追
跡
調
査
を
実
施
。
入
試

の
際
に
数
学
を
選
択
し
た
入
学

者
は
大
企
業
に
就
職
し
て
い
る

比
率
が
高
く
、
ま
た
役
職
に
就

い
て
い
る
比
率
も
高
く
、
年
収

も
90
万
円
以
上
高
か
っ
た
と
い

う
、
興
味
深
い
記
事
が
新
聞
に

載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
数
学
的
論
理
思
考

回
路
を
持
つ
こ
と
が
、
将
来
の

就
職
・
昇
進
に
大
い
に
有
利
に

働
く
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
目
先
の
こ

と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
教
養
的
基

礎
関
連
科
目
を
し
っ
か
り
マ
ス

タ
ー
し
、
基
礎
学
力
の
向
上
に

努
め
、
将
来
に
備
え
て
も
ら
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
教
養
的
基
礎
関
連
科

目
の
整
備
充
実
に
努
め
る
こ
と

が
、
本
学
の
課
題
で
す
。
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た
と
説
か
れ
る
。
多
宝
塔
に
釈

尊
が
招
か
れ
、
宇
宙
空
間
の
十

方
の
諸
の
仏
や
菩
薩
が
釈
尊
の

お
説
法
を
聴
聞
し
た
い
と
雲
の

よ
う
に
集
合
し
た
の
で
、
聴
聞

で
き
る
場
所
を
3
度
ま
で
拡
張

す
る
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

中
央
の
「
久
遠
の
釈
尊
」
は

そ
う
し
た
多
宝
塔
と
密
接
な
姿

で
お
出
ま
し
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
石
橋
湛

山
記
念
講
堂
の
中
で
表
現
す
る

の
は
難
し
い
。
芸
術
感
覚
を
駆

使
し
て
、
地
上
に
そ
の
多
宝
塔

を
配
置
す
る
案
が
、
東
京
芸
術

大
学
を
経
て
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
国
立
美
術
ア
カ
デ
ミ

ア
彫
刻
科
を
卒
業
し
た
、
野
外

芸
術
家
と
し
て
著
名
な
石
塚
明

夫
氏
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
久
遠
の

釈
尊
」
に
つ
い
て
は
、
坂
輪
宣

敬
名
誉
教
授
が
『
フ
ォ
ー
ラ
ム

1993 SPRIN
G

（
立
正
大
学

報
22
）』
に
お
い
て
「『
久
遠
の

み
仏
』
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と

し
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

快適で楽しい学園生活が送れるよう、皆さんと一緒に、きれいな学修環境をつくっていきましょう！
（左が大崎管財課、右が熊谷管財課）

◆場所
　大崎キャンパス：1号館2階　熊谷キャンパス：ゲートプラザ地下1階

◆課の主な業務
　・土地と建物の取得、処分に関すること　・建物と施設の整備改修、維持管理
　・�消防、空調、電気、給排水、衛生設備の保守管理　・防火管理
　・�エネルギー管理（省エネ推進）�　・固定資産管理　・教室と講堂の貸出
　・�備品の貸出　・学園車、駐車場の管理　・備品、消耗品の調達支給
　・�廃棄物処理　・警備業務、清掃業務、設備管理業務の委託

◆学生へのメッセージ
　管財課は学生の皆さんにはあまりなじみのない部署だと思いますが、その仕事は熊谷
キャンパスの再整備や馬込キャンパス建設のようなビッグ・プロジェクトから、教室の蛍
光灯交換といった裏方の仕事まで多岐にわたります。また、近年は、省エネルギー推進も
重要なウエートを占めるようになっています。管財課では業務を通じてさまざまな業界の
方たちと仕事をしますが、必ずと言っていいほど本学の卒業生と出会う機会があり、その
活躍に驚かされるとともに、何か「縁」のような、繋がりのようなものを感じます。皆さ
んも、人との出会い、「縁」を大切にしながら、充実した学園生活を送ってください。

今井さおりさん（大崎管財課）
この人から一言 ◆趣味

　ピアノ・フルート演奏、音楽鑑賞（クラシック、
特にオペラが好きです）

◆学生時代の思い出
　徹夜で設計課題や卒業設計に取り組みました。
今でも締め切りに追われる夢を見ます。

◆仕事のおもしろさ
　まだまだ失敗や試行錯誤ばかりですが、今まで
勉強してきたことや経験を生かして、使い手と作
り手の懸け橋になりたいと思っています。そして、
良い意味でも悪い意味でも、形として残す責任の
重みを感じています。

◆立正大学でいちばん美しいと思う場所
　朝、トークパレット前の広場から4号館のほう
を見上げてみてください。校舎に囲まれた小さ
な空が健気で清々しく、とても美しいと思います。

管財部管財課
裏方仕事からビッグ・プロジェクトまで事務局

紹介

教
養
教
育
へ
の
想
い

 
　
　
　
　
　
経
済
学
部
教
授
　
守
谷
良
二



敵
は
誰
で
も
な
い
、自
分
自
身
に
あ
る

自
信
を
持
ち
、常
に
前
向
き
に
就
活
に
臨
も
う
!

外と

處ど
こ
ろ 

京け
い

さ
ん
（
経
済
学
部
４
年　

千
葉
県
立
我
孫
子
高
等
学
校
出
身
）

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

内
定
先

と
て
も
長
く
、つ
ら
い「
公
務
員
へ
の
道
」

 「
目
指
す
意
志
」を
最
後
ま
で
強
く
持
て
!

宮
内 

良
平
さ
ん
（
経
済
学
部
4
年　

千
葉
県
立
流
山
お
お
た
か
の
森
高
等
学
校
出
身
）

品
川
区

内
定
先

 「
縁
」と「
運
」を
つ
か
む
た
め
に
は
努
力
が
必
要

夢
を
叶
え
る
た
め
に
、一
生
懸
命
に
頑
張
れ
!

内
田 

友
美
さ
ん
（
経
済
学
部
4
年　

千
葉
県
立
柏
南
高
等
学
校
出
身
）

全
日
本
空
輸
株
式
会
社 

客
室
乗
務
員

内
定
先

就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
12
月

と
な
っ
て
い
ま
す
。
流
れ
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
不
安
ば
か
り
が

先
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
安

に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
何
も

始
ま
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
私
は
、

10
月
半
ば
く
ら
い
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
先
輩
か
ら
話
を
聞
い
た
り

す
る
な
ど
、
早
め
早
め
の
行
動

を
心
掛
け
ま
し
た
。ま
た
、キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
行
事

に
も
積
極
的
に
参
加
。
自
ら
情

報
収
集
を
重
ね
、地
道
に
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、12
月
。本
格
的
な
就

職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
周
囲

の
学
生
た
ち
も
動
き
始
め
、
い

よ
い
よ
就
活
戦
線
が
本
格
化
し

ま
し
た
。
不
安
と
焦
り
ば
か
り

が
募
り
ま
し
た
が
、
就
活
を
始

め
る
と
き
に
決
意
を
し
た
「
自

信
を
持
っ
て
就
活
に
臨
も
う
」

と
い
う
言
葉
を
常
に
心
に
持
ち

な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。
何
度

も
挫
け
そ
う
に
な
り
、
逃
げ
出

し
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち
で

し
た
が
、
最
初
の
そ
の
決
意
が

自
分
を
奮
い
立
た
せ
、
最
後
ま

で
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
、
第
一
志

望
の
J
R
東
日
本
よ
り
内
定
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
自
身
の
就
職
活
動
の

経
験
を
少
し
で
も
後
輩
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
、

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な

ど
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、後
輩
に
向
け
て
一
言
。

「
敵
は
誰
で
も
な
い
、自
分
自
身

に
あ
る
」。こ
の
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
自
信
を

持
っ
て
就
職
活
動
に
臨
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
！

と
し
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
職
業
」
で
あ
る
こ
と
、

一
方
で
、何
よ
り
私
自
身
が「
相

手
の
笑
顔
を
大
切
に
し
な
が
ら

行
動
し
、
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と

が
大
好
き
な
性
格
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
客
室
乗
務
員
こ
そ
が

自
分
の
長
所
を
最
も
生
か
せ
る

職
業
と
考
え
、
就
職
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

体
力
・
健
康
診
断
、
英
・
国
・

数
・
適
性
検
査
、
立
ち
居
振
る

舞
い
、
面
接
時
で
の
表
情
や
言

葉
遣
い
等
が
選
考
内
容
に
含
ま

れ
る
た
め
、
航
空
専
門
の
予
備

校
に
通
い
苦
手
箇
所
を
補
い
ま

し
た
。
不
安
だ
っ
た
英
語
に
つ

い
て
は
、
授
業
の
合
間
や
放
課

後
に
T
O
E
I
C
対
策
の
勉
強

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
通
し

て
、
元
Ａ
Ｎ
Ａ
の
C
A
だ
っ
た

先
生
を
紹
介
し
て
頂
き
、
体
験

談
や
や
り
が
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

選
考
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、

ス
ト
レ
ス
で
肌
が
荒
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
面
接
当

日
の
朝
、
不
安
で
泣
い
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
後
ま
で
自
分
自
身
を
信
じ
、

私
ら
し
さ
を
素
直
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
は
自
分
の
人
生
を

決
め
る
た
め
の
大
切
な
活
動
で

す
。縁
と
運
と
は
言
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
つ
か
む
た
め
に
は
努

力
が
必
要
で
す
。
頑
張
っ
た
分

だ
け
絶
対
相
手
に
伝
わ
り
、
夢

が
叶
っ
た
と
き
の
感
動
は
、
言

葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
入
り
た
い

業
界
・
企
業
に
対
し
妥
協
せ
ず
、

自
分
の
将
来
の
た
め
に
一
生
懸

命
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
よ
り
先
に
内
定
を
得
て
、
就

職
活
動
を
終
わ
ら
せ
る
民
間
志

望
の
友
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ

の
姿
に
は
正
直
、
焦
り
を
感
じ

ま
し
た
。

　

さ
て
、
公
務
員
志
望
の
皆
さ

ん
に
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
二
つ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。
ま
ず
、
信
頼
で

き
る
友
人
と
大
人（
た
と
え
ば

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
）
を
見
つ
け

る
こ
と
。
真
剣
な
相
談
が
で
き

る
人
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
に
役
立
ち
、
孤
独
に

陥
り
や
す
い
状
況
の
改
善
に
繋

が
り
ま
す
。
次
に
、
公
務
員
に

な
っ
て
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。
こ
れ
が

見
え
て
こ
な
い
こ
と
に
は
「
目

指
す
意
志
」
を
維
持
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
約
1
年
間
に
及
ぶ

筆
記
試
験
対
策
を
乗
り
切
る
こ

と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　
「
目
指
す
意
志
」
が
強
固
に

な
れ
ば
、
公
務
員
試
験
合
格
と

い
う
目
標
の
達
成
は
ぐ
っ
と
近

づ
き
ま
す
。
公
務
員
志
望
の
皆

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

“
就
職
氷
河
期
”な
ん
て
吹
き
飛
ば
せ
！

　
「
自
信
を
持
っ
て
就
活
に
臨

も
う
」。
私
は
就
活
を
ス
タ
ー

ト
す
る
に
当
た
っ
て
そ
う
決
意

し
ま
し
た
。

　

経
団
連
の
倫
理
憲
章
に
よ
り

　

大
学
生
に
な
り
、
留
学
、
海

外
旅
行
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
、
接
客

業
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
す
る
な
か
で
、

「
向
上
心
を
忘
れ
ず
、
人
と
の

出
会
い
や
繋
が
り
が
た
く
さ
ん

あ
る
場
で
働
き
た
い
」
と
、
将

来
に
つ
い
て
の
思
い
が
募
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

3
年
生
に
な
り
、
就
職
を
意

識
し
た
と
き
、「
お
客
様
の
高

い
期
待
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る

か
を
常
に
意
識
し
つ
つ
、
女
性

　

私
は
、
大
学
１
年
の
と
き
か

ら
公
務
員
志
望
で
し
た
。
大
学

4
年
の
9
月
に
品
川
区
か
ら
内

定
を
頂
く
ま
で
、
先
の
見
え
な

い
状
況
に
不
安
を
抱
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
公
務
員
を

目
指
す
意
志
が
大
き
く
揺
ら
ぐ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の「
目
指
す
意
志
」

こ
そ
が
、
公
務
員
試
験
に
臨

む
う
え
で
最
も
重
要
で
あ
っ
た

と
、
就
職
活
動
を
終
え
た
今
、

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
や
孤
独
な

状
況
に
直
面
す
る
た
め
、「
目

指
す
意
志
」
を
維
持
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
筆
記
試
験
対
策
が
そ
の
最

た
る
例
で
す
。
私
は
筆
記
試
験

対
策
に
1
年
間
で
2
0
0
0
時

間
以
上
（
土
日
を
含
め
て
1
日

平
均
5
・
5
時
間
！
）
を
費
や

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
、
独
り
で
黙
々
と
机

に
向
か
う
辛
い
時
間
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
私
よ
り
遅
く
就
職

活
動
の
準
備
を
始
め
な
が
ら
、

　
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
の
共
同
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
3
月
に
卒
業
す
る
大
学
生
の
2
0
1
2
年
10
月
1
日
現
在
の
就
職
内
定
率

は
63
・
1
%
。
前
年
同
期
（
59
・
9
%
）
と
比
べ
て
3
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
就
職
状
況
は
好
転
し
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、現
実
に
は
4
年
生
の
就
職
希
望
者
の
う
ち
3
人
に
1
人
が
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
内
定
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

3
年
生
も
気
を
引
き
締
め
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
3
人
の
先
輩
た
ち
の
就
活
体
験
記
を
紹

介
し
ま
す
。
後
輩
に
向
け
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

C areer Support Center

先
輩
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

延べ1500名の参加
者を集めた昨年の学
内合同企業説明会。
今年も頑張りましょう!

6News vol.120  2013年（平成25年）1月1日発行

変わる、立正大学。
1/5（土）　～1/26（土）

※消印有効

インターネット

▲

1/12（土）～1/28（月）17:59まで
窓口

▲

1/28（月） ※大崎キャンパスのみ

〈前期出願期間〉

1/21（月）　～2/13（水）
※消印有効

インターネット

▲

1/28（月）～2/15（金）23:59まで
窓口

▲

2/15（金） ※大崎キャンパスのみ

〈後期出願期間〉

2/15（金）　～2/25（月）※消印有効
インターネット

▲

2/18（月）～2/25（月）17:59まで
窓口

▲

2/25（月） ※大崎キャンパスのみ

〈3月試験 試験日［3/4（月）］の出願期間〉

前期1/5（土）　～1/18（金）※消印有効
中期

▲

1/21（月）～2/15（金）※消印有効
後期

▲

2/15（金） ～3/12（火）※締切日必着

〈センター試験利用入試の出願期間郵送のみ〉

2月 全学部入試一般入学試験
日

10
17

月

11
18

火

12
19

水

6
13
20

木

7
14

金

1
8
15
22

土

2
9
16
23

3 4 5

21
2/3（日）　大崎キャンパス  熊谷キャンパス  さいたま会場（代々木ゼミナール大宮校本館）  柏会場 ※新規会場  札幌会場  仙台会場  新潟会場  静岡会場  福岡会場
2/4（月）、5（火）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス　横浜会場　さいたま会場（ラフレさいたま）　高崎会場
2/21（木）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス　　　　　　  　3/4（月）　大崎キャンパス　熊谷キャンパス

前期試験会場

後期試験会場 3月試験会場
※出願時に試験会場を選択してください。

お問い合わせは 立正大学入試センター ☎03-3492-6649

2月3日は大崎・熊谷の両キャンパスのほか
仙台など全国7都市で地区入試を実施!

後期試験日程

前期試験日程

「
自
信
」と「
意
志
」を
強
く
持
ち
、最
後
ま
で
頑
張
ろ
う
！



第　
　

回（
昭
和
42
年
〜
平
成
24
年
）

5

　史料編纂室では、立正大学（立正中学・高校・短期大学部を含
みます）に関するさまざまな資料を収集しています。
　広報誌などの学内刊行物、時間割、講義ノート、文書資料、学
生運動関係等のビラ、写真（アルバム）、記念品、躍進歌など、
立正大学に関する資料がございましたら、史料編纂室にご寄贈、
もしくは貸与していただきますよう、お願いいたします。

立正大学の歴史資料を収集しています
☎03-3492-2681内線（4197・4198）

7

　「Open Gallery 立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、教職員、
学生父母等）のアート作品を紹介するコーナーです。写真、絵画、イ
ラスト、漫画（４コマ等）などの応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。また、写真投
稿に際してご本人以外の方が写っているものは、その方の了承を得て
くださいますよう、お願いいたします。

　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話番号を明
記の上、奮ってご応募ください。

■宛先／〒141-8602　東京都品川区大崎４- ２-16
　　　　 立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール／ pln@ris.ac.jp
■第121号掲載締め切り　平成 25 年 1 月 25 日必着

皆さまの作品をお寄せください

【タイトル】

青と白のハーモニー
【投稿者】

石橋里渉 （社会福祉学部　社会福祉学科2年）
【コメント】 
長野県にある美ヶ原で見た雪景色。この美しさに心が洗われ、思わず
シャッターを切りました。

【投稿者】
経済学部 3 年 ペンネーム 「フグ」

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
第
14
世
法
王
が
来
校

昭
和
42
（
1
9
6
7
）
年

　

立
正
大
学
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
仏

教
遺
跡
調
査
団
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
開
始
（
～
昭
和
52
年
）。

昭
和
45
（
1
9
7
0
）
年

　

こ
の
こ
ろ
よ
り
、
学
生
運
動
が
盛

ん
に
（
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
、
学
生
会

館
閉
鎖
、
入
学
式
阻
止
集
会
デ
モ
、

機
動
隊
導
入
依
頼
、
サ
ー
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
の
閉
鎖
等
）。

　

財
政
危
機
を
迎
え
る
。

昭
和
47
（
1
9
7
2
）
年

　

あ
さ
ま
山
荘
事
件
起
き
る
。

昭
和
50
（
1
9
7
5
）
年

　

前
年
度
に
入
学
定
員
増
が
認
可
。

昭
和
52
（
1
9
7
7
）
年

　

大
学
院
文
学
研
究
科
（
史
学
専
攻
）

博
士
後
期
課
程
の
増
設
が
認
可
。

昭
和
54
（
1
9
7
9
）
年

　

熊
谷
図
書
館
が
竣
工
（
7
月
）、
開

館
（
9
月
）。（
①
）

昭
和
59
（
1
9
8
4
）
年

　

チ
ベ
ッ
ト
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
第
14

世
法
王
が
来
校
。
講
演
会
を
開
催
。

　

硬
式
野
球
部
、
東
都
大
学
野
球
秋

季
リ
ー
グ
戦
の
2
部
で
初
優
勝
。

昭
和
60
（
1
9
8
5
）
年

　

開
校
1
2
0
周
年
記
念
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（「
明

日
を
拓
け　

若
人
の
叡
智
」）が
決
定
。

昭
和
61
（
1
9
8
6
）
年

　

文
学
部
英
文
学
科
を
文
学
部
英
米

文
学
科
と
改
称
。

　

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
工
事

が
こ
の
年
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
62
年

に
第
Ⅰ
期
工
事
（
体
育
館
・
食
堂
・

中
高
校
舎
）、
平
成
2
年
に
第
Ⅱ
期
工

事
（
大
学
1
・
2
号
館
）、
平
成
4
年

に
Ⅲ
期
工
事
（
教
室
棟
・
講
堂
・
福

利
厚
生
施
設
）
が
竣
工
。

昭
和
62
（
1
9
8
7
）
年

　

熊
谷
駅
の
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
が
竣
工
。

昭
和
63
（
1
9
8
8
）
年

　

大
学
院
経
済
研
究
科
の
設
置
が
認

可
。

学
部
・
学
科
、大
学
院
が
拡
充

平
成
2
（
1
9
9
0
）
年

　

飯
高
檀
林
跡
に
「
立
正
大
学
発
祥

　

教
養
部
を
廃
止
。

　

大
学
院
文
学
研
究
科
（
哲
学
専
攻
）

博
士
後
期
課
程
の
増
設
が
認
可
。

　
「
ネ
パ
ー
ル
仏
教
遺
跡
調
査
展
」
カ

ピ
ラ
城
跡
を
探
る
テ
ィ
ウ
ラ
コ
ッ
ト

発
掘
30
年
の
回
顧
を
開
催
。

平
成
9
（
1
9
9
7
）
年

　

熊
谷
ユ
ニ
デ
ン
ス
A
館
・
B
館
が

竣
工
。

　

社
会
福
祉
学
部
の
設
置
が
認
可
。

平
成
10
（
1
9
9
8
）
年

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
参
加
。

　

地
球
環
境
科
学
部
、
大
学
院
経
営

学
研
究
科
の
設
置
が
認
可
。

平
成
11
（
1
9
9
9
）
年

　

大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
、
大

学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
の
設
置
が

認
可
。

平
成
14
（
2
0
0
2
）
年

　

文
学
部
文
学
科
、
心
理
学
部
の
設

置
が
認
可
。

　

立
正
大
学
博
物
館
が
熊
谷
に
開
館
。

平
成
16
（
2
0
0
4
）
年

　

大
崎
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
。

（
④
）

　

大
学
院
心
理
学
研
究
科
の
設
置
が

認
可
。

平
成
17
（
2
0
0
5
）
年

　

大
崎
9
号
館
の
上
棟
式
を
挙
行
。

平
成
18
（
2
0
0
6
）
年

　

大
崎
・
熊
谷
校
舎
の
授
業
時
間
帯

を
統
一
。
遠
隔
授
業
に
も
対
応
。

　

大
崎
12
号
館
（
学
生
厚
生
棟
）
が

竣
工
。

　

文
学
部
が
4
年
一
貫
教
育
を
開
始
。

平
成
19
（
2
0
0
7
）
年

　

大
崎
5
・
6
号
館
リ
モ
デ
リ
ン
グ

工
事
が
竣
工
。

平
成
20
（
2
0
0
8
）
年

　

大
学
院
社
会
福
祉
研
究

科
（
社
会
福
祉
学
専
攻
）

博
士
後
期
課
程
の
設
置
が

認
可
。

平
成
21
（
2
0
0
9
）
年

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開

発
事
業
第
1
期
工
事
A
が

竣
工
。
翌
年
に
は
B
も
竣

工
。（
⑤
）

　

学
事
改
革
「
学
修
の
基

礎
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
導
入
。

　

校
友
会
を
開
設
。

　

硬
式
野
球
部
、東
都
大
学
秋
季
リ
ー

グ
戦
1
部
初
優
勝
、
第
40
回
記
念
明

治
神
宮
大
会
優
勝
。

平
成
23
（
2
0
1
1
）
年

　

心
理
学
部
、
対
人
・
社
会
心
理
学

科
の
設
置
が
認
可
。

平
成
24
（
2
0
1
2
）
年

　

大
学
院
心
理
学
研
究
科
（
対
人
・

社
会
心
理
学
専
攻
）
修
士
課
程
の
設

置
が
認
可
。

　

開
校
1
4
0
周
年
記
念
式
典
を
開

催
。

地
」
の
記
念
碑
を
建
立
。（
②
）

平
成
4
（
1
9
9
2
）
年

　

東
京
ド
ー
ム
に
て
入
学
試
験
を
実

施
。（
③
）

　

大
学
院
文
学
研
究
科
（
国
文
学
専

攻
）
博
士
課
程
の
増
設
が
認
可
さ
れ
、

翌
年
に
は
後
期
課
程
の
増
設
が
認
可
。

　

開
校
1
2
0
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
。

　

元
英
国
首
相
サ
ッ
チ
ャ
ー
女
史
記

念
講
演
会
「
立
正
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
。

平
成
5
（
1
9
9
3
）
年

　
「
立
正
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
石
橋
湛

山
生
誕
1
1
0
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。

平
成
6
（
1
9
9
4
）
年

　

夜
間
主
コ
ー
ス
、
大
学
院
法
学
研

究
科
（
法
学
専
攻
）
修
士
課
程
の
設

置
が
認
可
。

　

大
学
院
経
済
研
究
科
（
経
済
学
専

攻
）
博
士
後
期
課
程
の
増
設
が
認
可
。

　
「
立
正
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
宮
沢
賢

治
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

平
成
7
（
1
9
9
5
）
年

　

昭
和
の
終
わ
り
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
本
学
の
学
部
・
学
科
、
大
学
院
は
拡
充
の
一
途
を
た
ど

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
崎
・
熊
谷
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
、
総
合
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
へ

と
発
展
。
開
校
1
4
0
周
年
も
つ
つ
が
な
く
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②本学の歴史はここから始ま
りました

③東京ドームが入試会場に。話題を呼びました

⑤計画的に再開発が進む熊谷キャンパス

①開館が待ち望まれていた熊谷図書館

News vol.120  2013年（平成25年）1月1日発行

④21世紀型の「学修空間」大崎総合学
術情報センター（11号館）
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　水元先生は國學院大學を卒業して何校か経験した後、本校

に奉職し、15年目になります。

　現在は18名の国語科教員を取りまとめる国語科主任を務め

ています。中1を担任しており、古典を中心とした授業展開

は生徒からとても好評です。

　クラブ活動は体操部を担当し、顧問として生徒を指導して

います。「部員も少しずつ増え、部内に活気が出てきました」

とのことです。

　また、趣味の軽音楽では教員バンドを組み、キーボードを

担当。文化祭での演奏は毎回、生徒・観客から大人気です。

　最後に、水元先生から生徒の皆さんにひと言。「楽しい学校

生活が送れるように、日々けじめをつけて過ごしましょう」

古
典
を
中
心
と
し
て
授
業
を
展
開

国語科主任を務め、中1を担任。
趣味の軽音楽では教員バンドを組み、
文化祭では生徒・観客から大人気

　

昨
年
11
月
3
日
・
4
日
に
第

65
回
立
正
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
前
か
ら
多
く
の
実

行
委
員
が
奔
走
。
万
全
の
準
備

で
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
両
日
と
も

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
来
場
者
は
例
年
よ
り
約

1
0
0
0
名
も
増
加
。
校
内
は

模
擬
店
や
演
武
、
演
劇
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
人
々
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

大
崎
校
舎
で
の
最
後
の
文
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立
正
中
学
校
・
高
等
学
校

化
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

O
B
・
O
G
も
多
数
来
校
。
旧

交
を
温
め
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は

「
立
正
回
顧
展
」
と
い
う
企
画

で
す
。
こ
れ
は
図
書
館
に
秘
蔵

さ
れ
て
い
た
、
昔
の
建
物
や
か

つ
て
の
教
職
員
の
先
生
方
の
写

真
を
数
多
く
展
示
し
た
も
の
。

セ
ピ
ア
色
に
変
色
し
た
写
真
を

見
な
が
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た
先

生
方
を
し
の
ぶ
卒
業
生
も
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。

　

立
正
中
学
校
・
高
等
学
校
は

大
崎
の
地
に
1
0
0
年
以
上
に

わ
た
っ
て
根
付
い
た
学
校
で
す
。

今
年
3
月
に
は
こ
の
地
を
去
る

だ
け
に
、
ま
さ
に
テ
ー
マ
ど
お

り「
感
謝
」の
気
持
ち
に
あ
ふ
れ

た
心
温
ま
る
文
化
祭
で
し
た
。

　

そ
の
馬
込
新
校
舎
へ
の
移
転
、

開
校
に
向
け
て
の
準
備
は
、
す

で
に
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
段
階

を
迎
え
て
い
ま
す
。
真
新
し
い

校
地
で
開
催
さ
れ
る
今
年
の
立

正
祭
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
先
生
の
素
顔
」
で
紹
介
し

た
水
元
敦
先
生
が
顧
問
を
務
め

る
体
操
部
。
中
高
合
わ
せ
て
部

員
は
19
名
を
数
え
ま
す
。
み
ん

な
と
て
も
仲
良
く
、
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
種
目
に
は
「
つ
り

輪
」「
ゆ
か
」「
あ
ん
馬
」「
跳
馬
」

「
鉄
棒
」「
平
行
棒
」
の
6
種
目

が
あ
り
、
毎
週
1
回
、
指
導
者

で
あ
る
山
本
昌
史
コ
ー
チ
か
ら

の
技
術
指
導
を
受
け
て
技
を
磨

い
て
い
ま
す
。

　

注
目
の
選
手
は
高
1
の
林
弦げ

ん

樹き

く
ん
。つ
り
輪
を
得
意
種
目
と

し
、
種
目
別
表
彰
を
受
け
る
ほ

ど
の
実
力
を
備
え
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

個
人
だ
け
で
な
く
、
団

体
で
の
入
賞
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
11
月
22
日
、
石
橋
湛
山

記
念
講
堂
で
第
29
回
仏
教
主
義

学
校
連
盟
弁
論
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
仏
教
を
宗

旨
と
す
る
学
校
が
15
校
集
ま

り
、
計
25
名
の
弁
士
た
ち
が
弁

論
を
競
う
と
い
う
も
の
。

　

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を

も
と
に
「
命
の
大
切
さ
」「
家

族
の
つ
な
が
り
」
を
訴
え
る

弁
士
も
い
れ
ば
、「
将
来
の

夢
」「
国
際
関
係
の
中
で
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

論
じ
る
弁
士
も
い
る
な
ど
、

弁
論
は
幅
広
い
内
容
で
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
聴
衆
の
皆
さ
ん
は

弁
士
た
ち
の
真
剣
な
心
の
叫
び

を
聞
き
、
日
々
多
く
の
こ
と
を

種
目
別
表
彰
を
受
け
る
選
手
も

今
後
の
目
標
は
団
体
で
の
入
賞
!

体
操
部
　
顧
問 

● 

水
元
敦
先
生

部 活 動
紹 介

第
29
回
仏
教
主
義
学
校
連
盟

　
　
弁
論
大
会
、開
催

天
野
咲
さ
ん
が
第
2
位
に

生
田
目
純
羽
さ
ん
は
努
力
賞

平成25年度・入試要項受 験 生 の皆さまへ

2013年（平成25年）4月、
立正中学校・高等学校は
馬込キャンパスに移転します。

8News vol.120  2013年（平成25年）1月1日発行

スタッフみんなで記念の 1 枚。この校舎ともこれでお別れです

空手道部の演武。気合がみなぎっています グランドフィナーレで表彰される優秀団体

弁士も聴衆も真剣そのもの。「なるほど」と納得できる内容
ばかりでした

つり輪が得意な林弦樹くん（高 1）

「明日の内村航平選手」を目指して練習に励んでいます

見事第 2 位に輝いた
天野咲さん

考
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
姿
に

感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

　

本
校
か
ら
は
高
校
1
年
の
2

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
野
咲

さ
ん
は
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
」
と
い
う
論
題
で
、
見
事
第

2
位
に
輝
き
ま
し
た
。
生
田
目

純
羽
さ
ん
も
努
力
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

第
65
回
立
正
祭

﹁
感
謝
﹂を
テ
ー
マ
に
盛
大
に
開
催
!

大
崎
で
の
最
後
の
文
化
祭

O
B・O
G
も
多
数
来
校



　瀬戸山先生が英語教師として淞南高校で教鞭を執るように
なってから、2012年で7年目に入りました。
　実は、瀬戸山先生は中学生のころ、英語に対して苦手意識
があったそうです。そんな先生が英語教師を目指すきっかけ
となったのはある恩師との出会いでした。「その恩師は私に英
語を学ぶことの楽しさを教えてくれたのです。今、この恩師
は英語教師としての私の目標となっています」
　現在、授業では一人でも多くの生徒が英語に興味を持てる
よう、生徒の身近な事柄を題材に取り入れるなどの工夫をし
ています。
　高校3年間は将来の進路を決めるための貴重な時間です。
「生徒とのさまざまなかかわり合いを通じて、英語に関するこ
とだけでなく、進路選択についての力にもなっていきたいと
思っています」と、瀬戸山先生は結びました。

英
語
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、授
業
を
工
夫

教師生活は2012年で7年目。
英語に関することだけでなく、
進路選択についてもサポート
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立
正
大
学
淞
南
高
等
学
校

テ
ー
マ
は「
出
雲
～
神
在
月
」

多
方
面
で
活
躍
す
る

マ
ー
チ
ン
グ
部

息の合ったパフォーマンスで観客を魅了しました

　

2
0
1
2
年
は
「
古
事
記
編

纂
1
3
0
0
年
」に
合
わ
せ
、「
出

雲
～
神
在
月
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
シ
ョ
ー
を
構
成
し
ま
し
た
。

8
月
に
富
山
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
、
10
月
の

マ
ー
チ
ン
グ
・
イ
ン
・
オ
カ
ヤ
マ
、

そ
し
て
11
月
に
広
島
で
行
わ
れ

た
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
中
国
大
会
に
出
場
し
、
多
く

の
方
々
の
前
で
演
奏
・
演
技
を

披
露
。さ
ら
に
、豪
華
客
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」
の
寄
港
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
等
、

多
く
の
依
頼
演
奏
に
も
お
応
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
が
精
い
っ
ぱ
い
力
を

出
し
切
る
と
と
も
に
、
部
員
全

員
が
一
つ
に
な
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

き
に
大
会
で
勝
ち
上
が
る
喜
び

を
知
り
、
国
立
で
プ
レ
ー
す
る

先
輩
の
姿
に
自
分
を
重
ね
ま
し

た
。『
次
は
自
分
た
ち
が
』
と
、

日
本
一
と
い
う
大
き
な
目
標
を

持
っ
た
の
で
す
。

　

逆
に
、
選
手
権
予
選
の
難
し

さ
を
知
っ
た
の

が
2
年
生
の
と

き
。『
自
分
た
ち

　

淞
南
サ
ッ
カ
ー
部
は
全
国
高

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
島
根

県
代
表
の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し

た
。
冬
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
へ
の
出
場
は
2
年
ぶ
り
12
回

目
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
副
顧
問

の
門
岩
敬
太
先
生
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
現
在
の
チ
ー
ム
の
主
力
で

あ
る
3
年
生
は
、
1
年
生
の
と

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

島
根
県
代
表
を
勝
ち
取
る
！

初
戦
は
1
月
2
日
、千
葉
県
立
八
千
代
高
と

　

も
ち
ろ
ん
、
本
当
に
日
本
一

を
狙
え
る
チ
ー
ム
に
成
長
で
き

る
か
ど
う
か
は
こ
れ
か
ら
の
精

進
次
第
。
個
人
と
し
て
も
チ
ー

ム
と
し
て
も
、
大
会
ま
で
残
り

1
カ
月
半
で
、
ど
れ
だ
け
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
で
き
る
か
が
問
わ
れ

ま
す
。

　

そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
は

一
つ
一
つ
の
練
習
に
つ
い
て
、

互
い
に
妥
協
せ
ず
、
高
い
レ
ベ

ル
を
追
求
す
る
こ
と
。さ
ら
に
、

普
段
の
生
活
の
小
さ
な
こ
と
ま

で
、
日
々
徹
底
し
て
律
す
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

悲
願
の
日
本
一
に
向
け
、
部

員
全
員
で
大
会
ま
で
の
一
日
一

日
を
突
き
詰
め
た
い
と
決
意
し

て
い
ま
す
」

の
や
っ
て
き
た
こ
と
は
甘
か
っ

た
』『
も
う
こ
ん
な
悔
し
い
気

持
ち
に
な
り
た
く
な
い
』
と
い

う
思
い
が
部
員
全
員
の
胸
に
強

く
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
思
い
の
下
、
3

年
生
を
中
心
に
1
年
間
、「
選

手
権
で
日
本
一
」

に
な
る
た
め
に
練

習
・
寮
生
活
・
学

校
生
活
の
す
べ
て

を
サ
ッ
カ
ー
に
捧

げ
て
き
ま
し
た
。

2
年
ぶ
り
12
回
目

の
選
手
権
出
場
を

決
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
そ
れ
ら

す
べ
て
の
賜
物
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
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昨
年
10
月
に
岐
阜
県
で
行
わ

れ
た
、「
第
12
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
ぎ
ふ
清
流
大
会
」

の
「
C
P
サ
ッ
カ
ー
」
に
、
本

校
3
年
の
中
岡
皓
大
く
ん
が
兵

庫
県
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験

に
つ
い
て
中
岡
く
ん
が
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
は
学
校
や
淞
南
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
と
日
程
を
調
整
し
な
が

ら
、
普
段
は
所
属
す
る
神
戸
市

の
C
P
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

C
P
サ
ッ
カ
ー
は
『
脳
性
ま
ひ

者
7
人
制
サ
ッ
カ
ー
』
の
こ
と
。

チ
ー
ム
は
脳
性
ま
ひ
・
脳
血
管

疾
患
や
脳
外
傷
な
ど
に
よ
り
、

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
ま

だ
知
名
度
が
低
く
、
チ
ー
ム
の

な
い
県
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
大
会
で
は
、
兵
庫
県
代

表
チ
ー
ム
は
大
阪
府
代
表
や
東

京
都
代
表
と
い
っ
た
強
豪
と
の

接
戦
を
制
し
、
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
私
自
身
も
自
分

の
長
所
を
生
か
し
、
得
点
に
多

く
絡
む
こ
と
で
チ
ー
ム
の
勝
利

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
家
族
は

も
ち
ろ
ん
、
先
生

方
や
あ
ら
ゆ
る
人

か
ら
の
支
え
と
応

援
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

私
の
今
後
の
目

標
は
、
C
P
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
へ

の
選
出
を
目
指
し

て
さ
ら
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
励
み
、
今

年
の
ス
ペ
イ
ン
W
杯

に
出
場
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
淞
南
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
で
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
び
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
選

手
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

得点に何度も絡むなど、大活躍した中岡くん

 

C
P
サ
ッ
カ
ー
で
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

中
岡 

皓
大
く
ん
高
3

写真提供／日本脳性麻痺 7 人制サッカー協会（JCPFA）

　 今 年3月末にドイツで行われる
「デュッセルドルフ国際ユースサッカー
大会」の日本高校選抜チームのコー
チに、淞南高校サッカー部の南健司
監督が就任することになりました。以
下、南監督のコメントです。
　「前回までこの大会には全国高校
サッカー選手権大会の優秀選手から
18名を選抜して参加していました。し
かし、今回からは全国大会に出場し
ていない選手の中からも選抜すること
になりました。これにより、真の日本高校選抜チームとして大
会に参加できるようになったわけです。
　県の選抜はもちろん、市の選抜も指導した経験のない私
が、いきなり日本代表のコーチという大役を任されることに戸
惑いもありました。しかし、私が国際大会を経験することによっ
て、学校や本校サッカー部に何らかのプラスになることがある
はず、と考えて引き受けました。選手の選考から大会終了ま
で使命感を持って臨みたいと思っています」

サッカー部・南 健司監督
日本高校選抜チームのコーチに就任!

淞南高校サッカー部
南健司監督

圧勝の連続で県大会を勝ち上がった淞南サッカー部
晴れやかな顔が
並びました。で
も、大切なのは
これからです

2年ぶり
12回目

方
々
に
感
動
し
て
い
た

だ
け
る
演
奏
が
で
き
る

よ
う
、
日
々
勉
強
に
、

部
活
動
に
と
励
ん
で
い

き
ま
す
。
今
後
と
も
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



トライ後に仲間が駆け寄り歓喜する

す。危険を伴うスポーツだか
らこそ、ほとんどの人が大学
に入学してから本格的に始め
ています。射撃は大学生に
なってからでも、みな同じス
タートラインに立って始める
ことのできる数 少ないス
ポーツでもあるのです。
　射撃にロマンを感じる方は
もちろん、ちょっと興味が出
てきたという方も大歓迎。ぜ
ひ一度部室にお越しくださ
い。

（文学部社会学科1年・堅田佑＝

栃木県立宇都宮北高等学校出身）
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　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は4月1日発行（第121号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ちし
ております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp

クラブ、サークル情報  昨年もがんばりました

◆柔道部
・第54回東京学生柔道二部優勝大会　ベスト16
・第62回品川区区民スポーツ大会（秋季大会）
 ＜有段者の部　弐段73キロ超級＞　
 優勝　新島尚紀（仏教学部1年）　　準優勝　関塚和希（仏教学部2年）
 ＜有段者の部　初段66キロ以下級＞
 準優勝　岡 成彦（心理学部2年）

◆剣道部
・第45回埼玉学生剣道優勝大会　男子団体優勝

◆籠球部
・第88回関東大学バスケットボールリーグ戦　男子5部リーグ渋谷エリアBブロック3位
・第62回関東大学女子バスケットボールリーグ戦　女子3部リーグ15位

◆排球部
・平成24年度秋季関東大学男子バレーボールリーグ戦　5勝2敗（3位）
 ※来年度は同リーグ改編により5部

◆水泳部
・第85回関東学生選手権水泳競技大会（3部）
 男子100ｍ背泳ぎ（A－決勝）1位　笹山康太（文学部2年）
 男子200ｍ背泳ぎ（A－決勝）1位　笹山康太（文学部2年）
 男子100ｍ背泳ぎ（A－決勝）2位　青木吉紀（文学部3年）

◆ソフトテニス部
・関東学生ソフトテニス春季リーグ戦
 男子8部3位（3勝2敗）　女子9部優勝（5勝0敗）8部昇格（※）
 ※全勝賞　溝口晶子（心理学部3年）／小板橋奈那（法学部3年）ペア
・関東学生ソフトテニス秋季リーグ戦
 男子8部3位（3勝2敗）　女子8部優勝（5勝0敗）7部昇格（※）
 ※全勝賞　溝口晶子（心理学部3年）／小板橋奈那（法学部3年）ペア

◆弓道部
・平成24年度リーグ戦
 東京都学生弓道連盟（男子）リーグ戦　Ⅴ部Bブロック3位
 東京都学生弓道連盟（女子）リーグ戦　Ⅲ部Aブロック1位

◆バドミントン部
・関東大学バドミントン春季リーグ戦　男子6部A1位（5部昇格）　女子6部C1位
・関東大学バドミントン秋季リーグ戦　男子5部D5位　女子6部C1位

◆アメリカンフットボール部
・関東学生アメリカンフットボール関東3部リーグ　Aブロック4位（3勝2敗）

◆グリークラブ
・第67回東京都合唱コンクール　銀賞

◆吹奏楽部
・第51回東京都吹奏楽コンクール大学の部　銅賞

◆児童文化研究部
創部100年記念祝賀会を開催しました。昭和26年度入学のOBから現役生まで総勢121名の
ご出席をいただきました。福岡県などの遠方からもお越しいただき、ありがとうございました。
・平成24年10月13日（土）於：立正中学校・高等学校　学生食堂
 12：30～13：30　スペシャル人形劇、14：00～17：00　祝賀会

　立正大学体育会射撃部の「Circle 
Report」へようこそ!
　射撃とは銃で目標を撃つ競技で
す。しかし、一口に「射撃」といっ
ても、その種類はさまざま。われわ
れ射撃部が主に行うのは、10m先に
ある的を目がけて、男子は60発、
女子は40発射撃し、その合計点を
競う「エアーライフル」という競技
です。
　この競技で使用するエアーライフ
ルは銃刀法で規制されているため、
所持するには警察の許可が必要で

す。新入部員はほとんどが初心者で
あるため、まずはこのエアーライフ
ルの所持許可を得ることが最初のス
テップとなります。このエアーライ
フルで優秀な成績を収めると、「ス
モールボアライフル」という火薬を
用いたライフルの使用許可が得ら
れ、大会に出場することができます。
　主な活動内容は日々の練習のほ
か、年3回の合宿や前後期の納会で
す。これらを通じて射撃技術の向上
を目指すとともに、部員同士や諸先
輩方との交流を深めています。昨年
度は女子部員が秋季関東学生ライフ
ル射撃選手権大会デジタルピストル
立射40発において1位を獲得。今年
度も全国大会である全日本女子学生
ライフル射撃選手権大会への出場と
いう輝かしい実績を挙げています。

　一般の方にとって、射
撃という競技は普段触れ
る機会のない珍しいス
ポーツでしょう。マンガ
やドラマでしか見たこと
のない射撃を実際に経験
してみると、言葉では言
い表せない醍醐味や奥深
さを味わうことができま

射撃部

課外活動
き ら りシリーズ

女
子
部
員
は
全
国
大
会
に
出
場

「立射」の練習風景。体が安定しないため、
難しい射撃姿勢とされています

課外活動情報
を 募  集  中！

文・写真/岩瀬孝文（立正大学スポーツ広報）

※本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式
　野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

ほとんどの部員が大学生になってからこの競技を始めました

10m先の的を目がけて射撃し、
点数を競う「エアーライフル」
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① 立正大 7勝0敗 勝ち点28
② 山梨学院大 6勝1敗 勝ち点25
③ 専修大 5勝2敗 勝ち点22
④ 国学院大 4勝3敗 勝ち点19
⑤ 国士舘大 3勝4敗 勝ち点16
⑥ 東洋大 2勝5敗 勝ち点13
⑦ 玉川大 1勝6敗 勝ち点10
⑧ 埼玉工業大 0勝7敗 勝ち点  7

　東京都1部リーグで好調のままに
後半戦を迎えたが、あと1勝という
ところで関東2部への昇格リーグ進
出を逃した。特に厳しかったのは、
上位チームの明治学院大と東農大
に勝利しながらも、下位のチームに
引き分けたこと。
　個人個人を見れば、みな高い技
量を持つだけに、あと一つ何かが加
われば……。そんな悔しさを感じさ
せるシーズンだった。

　今回こそは東都1部昇格へと意気
上がる硬式野球部だった。
　一時は優勝に王手をかけたが、東
農大に連敗を喫して後退。最終的に
は勝率で第4位の結果に終わった。
　秋季リーグは勝ち点3で4チーム
が並ぶ混戦。その中から抜け出した
かった本学だ。結果、専修大と日本
大が同率のプレーオフを行い、専修
大が優勝。1部最下位の東洋大との
入れ替え戦では専修大が勢いの波
に乗って勝利し、1部昇格を決めた。

　投手成績では沼田優雅（法2・天
理高）が5勝3敗で3位、防御率1.48
という記録を残した。
　今春からは坂田監督の新体制に
なる。新主将は主砲でリードオフマ
ンの吉田裕太捕手（法3・日大三高）、
内野の要・原田拓実選手（法3・天
理高）が副将としてサポートする。
　その吉田新主将を中心に捲土重
来、盤石の投手力と強靭な打撃力
の両輪で、限りなく東都リーグの1
部復帰を目指す。

ホームランバッターで大学日本選抜メンバーの吉田主将（法3・日大三高）

そのユニフォーム姿で
神宮を魅了した応援
指導部チアリーダー

関東１部への復帰を決めて吉田
主将とがっちり握手する堀越監督

あと1勝が欲しかったサッカー部

　安定した戦いぶりで関東2部リー
グを全勝で制し、臨んだ1部との入
れ替え戦。相手は全国大学選手権を
制した実績のある関東学院大だっ
た。試合は前半から終始圧倒。立正
大40−17関東学院大と勝利して、
6季ぶりの1部復帰を決めた。
　「試合の入りを的確にすることを
心がけ、最後までリードできました」
(吉田祐太主将〈社福4・秋田中央高〉)
　「1年間の成果がここで出せまし
た。学生たちがよくやってくれたと
思います」（堀越監督）
　来季は関東1部リーグでの躍動と
栄えある全国大学選手権の出場を期
待しよう。

今春から坂田新監督に  硬式野球部

悔しかった今シーズン  サッカー部

上昇のために

ラグビー部
関東2部リーグ（県営熊谷ラグビー場ほか）

① 明治学院大 6勝2敗1分 得失点差　6
② 東農大 6勝2敗1分 得失点差　5
③ 立教大 5勝3敗1分 得失点差　2
④ 立正大 4勝2敗3分 得失点差　3
⑤ 国学院大 4勝4敗1分 得失点差　3
⑥ 山梨学院大 4勝4敗1分 得失点差 −3
⑦ 東京大 3勝3敗3分 得失点差　2
⑧ 成蹊大 2勝6敗1分 得失点差 −5
⑨ 大東文化大 2勝6敗1分 得失点差 −7
⑩ 玉川大 1勝5敗3分 得失点差 −6

※上位3位までが関東2部昇格リーグ戦に進出

① 専修大 8勝5敗 勝率6割1分5厘 勝ち点3
② 日本大 8勝5敗 勝率6割1分5厘 勝ち点3
③ 東農大 6勝5敗 勝率5割4分5厘 勝ち点3
④ 立正大 6勝7敗 勝率4割6分2厘 勝ち点3
⑤ 拓殖大 7勝8敗 勝率4割6分7厘 勝ち点2
⑥ 国士大 4勝9敗 勝率3割0分8厘 勝ち点1

硬式野球部
東都2部秋季リーグ（神宮第二球場）

※ 専修大と日本大はプレーオフの末に専修大
が東都１部最下位校との入れ替え戦に出場

※専修大は東洋大に勝利して東都1部へ昇格

※立正大と山梨学院大が関東1部との入れ替え戦に進出
※ 立正大は関東学院大に勝利して関東1部へ復帰。山梨

学院大は大東文化大に敗退して関東2部に残留となった

サッカー部
東京都1部リーグ（立正大サッカー場ほか）

果敢なまでにハードタックルを浴びせた立正大フィフティーン

念願の関東1部復帰
ラグビー部
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しんでいただけるメニューが盛りだ
くさん。また、学生健康保険互助会
還元事業として、大崎キャンパスで
は敦士氏（俳優、タレント、モデル）
による講演が、熊谷キャンパスでは
セルジオ越後氏（サッカー解説者）
による講演が、ともに大盛況の中で
行われました。
　学園祭の華ともいうべき「ミス・
ミスター立正」コンテストは例年と
比べて趣向を凝らしました。まず、
大崎と熊谷の各キャンパスで「ミス・
ミスター立正」を選びます。次に、
在学生などにネットで投票してもら
います。その結果、「ミス立正」は
熊谷キャンパスから、「ミスター立
正」は大崎キャンパスから選ばれま
した。

　昨年11月、大崎キャンパスでは
「連繋」をテーマに橘花祭（3・4日）
が、熊谷キャンパスでは「Colorful 
Paint ～カラフルペイント～」を
テーマに星霜祭（2～4日）が、そ
れぞれ華やかに開催されました。
　両キャンパスとも、演劇・音楽・
ダンス系サークルのライブや文化系
サークルの展示発表、模擬店、お笑
いライブ（橘花祭）、アーティスト
ライブ（星霜祭）など、来場者に楽

　スコット・アンダーソンさんは日
本語プログラムを利用し、昨年9月
から熊谷キャンパスで学び始めた
ばかりの留学生だ。アメリカ・シア
トル出身で、日本を訪れたのは今回

が初めてというが、流暢な日本語を
話す。
　そんなスコットさんは来日して
間もない10月7日、熊谷市国際交
流協会の主催する「外国人による日
本語スピーチコンテスト」に出場。
参加17名の中で見事優秀賞（熊谷
市長賞）に輝いた。アニメがきっか
けで日本語に興味を持ったそうだ
が、日本語の勉強を始めてからわず
か3年で優秀賞（熊谷市長賞）を獲
得しただけに、周りのほうが驚いた
ようだ。
　コンテストでは「どうやって日本
に対する興味を持ち続けてきたか」
というテーマでスピーチ。スコット
さんによれば「楽しく勉強するのが
日本語上達の一番の近道」とのこと。
このコンテストをきっかけに、熊谷
市の小・中学校で「総合学習」の講

師を務めるという経験もした。
　大学では、午前中は日本語プログ
ラムの授業を受け、午後はサークル
活動を行うなど、キャンパスライフ
を存分に楽しんでいる。「キャンパ
スがきれいなうえ、学部生や他国の
留学生などもみな優しいので、毎日
が充実している」と話す。「京都や
大阪にも友人がいるので、日本を満
喫したい」
　スコットさんは今、将来の仕事と
して英語と日本語の語学力が生か
せる通訳や翻訳に興味があるよう
だ。キャンパスでスコットさんを見
かけたら、気軽に話しかけてみては
どうだろうか?
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スコット・アンダーソンさん

　　　　　若杉 幸さん（法学部２年）　　　　　   野橋晃浩さん（経営学部４年）
今年の「ミス立正」はミス熊谷から、「ミスター立正」はミスター大崎から選ばれました

石橋湛山記念講堂で行われた「ミス・
ミスター立正」コンテスト（橘花祭）

ハンドベルのコンサートを開いた「キンコンカンバンド」（星霜祭）

手話サークル「わたぼうし」はJ−POPを手話で表現しました（星霜祭）

ボランティアサークル「Ring」の模擬店（橘花祭）

考古学研究会のテーマは
「考古学に親しむ」（橘花祭）

からあげとポテトを販売中の剣道部（星霜祭）

大
学
祭
が
大
崎
・
熊
谷
で
華
や
か
に
開
催
!

大崎キャンパス
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「連繋」  

熊谷キャンパス

星
せ い

霜
そ う

祭
さ い

「Colorful Paint」
～カラフルペイント～

留学生紹介
昨年9月から熊谷キャンパスで学ぶ

「外国人による日本語スピーチコンテスト」で 
 優秀賞（熊谷市長賞）を獲得!

お茶を体験。心なしか緊張気味の表情!?

優秀賞・熊谷市長賞の賞状を手にする
スコットさん

橘花祭と星霜祭のパンフレット

　夢は自分が制作に携わったCMがテレビで流れ、多くの人
に見てもらうことです。私は映像が好きで、たった15秒や30
秒でメッセージを伝え、見ている人の心を動かすことができる
CMにとても興味があります。また、映像ははるか遠くの国や
人同士も瞬時につながるコミュニケーションの一つとしても重
要な手段だと考えています。
　将来は無限の可能性がある世界で、たくさんのクリエイティ
ブな人々とかかわり、社会をはっとさせるものを問いたいです。
ソフトバンクモバイルのCMで有名なクリエイター・佐々木宏
さんと仕事がしたい!!



　学生居酒屋『あるばか』の代表を務める中
村健志さん。「何か特別な経験を通して少しで
も成長し、社会人のスタートを切りたい。そ
んな熱い思いを持った学生たちが集まって経
営しています」。店はサラリーマンの街で知ら
れる新橋にある。この場所は社会人に対して
発信しやすいという理由もあって選ばれた。
　中村さんは代表を務めることで、「モチベー
ションを上げることの難しさなどを学ぶとと
もに、さまざまな人に支えられていることを

新橋で学生居酒屋を経営
「一歩踏み出せば何かが見えてくる」

中
なか

村
むら

 健
けん

志
じ

さん（経済学部経済学科4年）

INTERVIEW

良き友人との出会いが宝物
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年11月9日、吹奏楽部は東京
消防庁品川消防署開署80周

年記念行事「防火のつどい」におい
て記念演奏会を開催しました。
　演奏会に先立って行われた火災
予防功労者表彰式では、日ごろより
火災予防・防災業務に積極的に取り
組んでいる本学園と、防災啓発にも
熱心な吹奏楽部に対し、品川消防署
長から感謝状が授与されました。
　吹奏楽部は1961年の創部以来、
東京近郊でも有数の洗練された楽

団として知られています。
50年以上という長い歴史
と伝統の下で実力も培わ
れ、東京都吹奏楽コンクー
ルには16年連続で出場し
ています。
　また、日ごろより品川
区・熊谷市の近隣企業・団体などと
は、演奏活動を通じて積極的に交流
しており、まさに地域に根差した演
奏活動を展開しています。
　11月25日には47回目の定期演

奏会を「創部50周年記念」と銘
打って開催。会場となった川口
総合文化センター（埼玉県川
口市）には多くの方々にご来場
いただきました。

募 集 し て い ま す 学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの応募をお待ちしています。こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp

品川消防署開署80周年記念

本学園にも感謝状が
創部50周年の吹奏楽部が演奏会

肌で感じています。また、一歩踏み出せば何
かが見えてくることも実感しています」と話
す。生きた経済、経営について、まさに実践
を通して学んでいるわけだ。
　また、お客さんとして来店した高校の先生
からの依頼により、メンバーで高校に出向き、
「夢」や「大学生活」について話す機会もあ
るという。
　大学では「心がきれいな友人、真っすぐな
友人と出会えたことが宝物」と話す中村さん。

多くの経験から得たことを糧に、卒業後も活
躍することを期待したい！
（神奈川県立横須賀明光高等学校出身）

自らの体験について高校で語る機会も
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林彩乃さんが馬術を始めたの
は小学2年生のとき。それ以

来、練習を積み重ねてきた結果、昨
年は第67回国民体育大会の埼玉県
代表として馬場馬術（馬をいかに正
確かつ美しく運動させることができ
るかを競う）の予選会にも出場しま
した。
　現在、埼玉県で二つのクラブに所
属している小林さん。「パートナー
の愛馬に1週間乗れないと心配にな
るほど。とにかく動物と馬術が好き」
と話します。とはいえ、競技では馬
の性質や性格をコントロールするの
がまだまだ難しいそうです。
　練習のモチベーションの一つは大
会で上位の成績を収めると海外研
修に行けること。小林さんはこれま
でにオーストラリアやドイツを数回
訪れたことがあります。「ドイツで
は本場の馬術に触れることができま
した。これは貴重な経験になりまし
たね」。また、幅広い世代の人と接

年10月27日、文学部文学科
（英語英米文学専攻コース）

の鈴木賀奈さん（3年）と八木佳美
さん（同）が、全国の高校生・大学
生などを対象とした第2回城西大学
英語スピーチコンテスト（埼玉県、
毎日新聞社など後援）に出場し、2
人とも入賞しました。
　厳しい第一次審査を通過し、コン
テスト当日には審査員6名（うち外
国人4名）の前で素晴らしいパ
フォーマンスを披露。鈴木さんは福
島の復興について、八木さんは朝ご
はんの大切さについて、それぞれ7
分間のスピーチを行いました。他大
学の英語スピーチコンテストへの出
場は、英語英米文学専攻コースでは
これが初めてのことでしたが、素晴
らしい結果を残してくれました。今
後の活躍に期待しています！
　英語でスピーチすることの魅力に
ついて、本人たちは次のように述べ
ています。

　「今回のスピーチコンテストを通
して、英語、日本語にかかわらず、
どのように表現すれば自分の考えが
人に伝わるのか、人の心を動かすこ

とができるのか、身をもって学ぶこ
とができました。大勢の人の前に
立ってスピーチをすることは本当に
難しく、緊張しますが、このような
ことに挑戦し、壁を乗り越えた経験
は自らを成長させ、普段の生活の中
でも生きていくと考えています。
　スピーチコンテストに向けた試行
錯誤の練習の日々はとても充実して
いて、すがすがしい達成感を味わう
ことができました。ぜひ後輩たちに
も後に続いてほしいと思います」

文：ゲーリー・デンドウ准教授
八木佳美さん／都立深川高等学校出身
鈴木賀奈さん／福島県立郡山東高等学校出身
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他大学での英語スピーチコンテストで入賞
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馬上の小林さんの勇姿。さすがにキマってます

「防火のつどい」はマーチングのスタイルで 創部50周年記念定期演奏会のシンフォニック演奏

▲  本学園を代表して、
表彰状を受け取る
新津管財部長

▲  

いざというときに慌
てないようにする
には、日ごろの訓
練が必要です

入賞の盾を手にする八木佳美さん（写真
左）、鈴木賀奈さん（写真右）

するため、さまざまな考え方がある
ことを知ったうえで、自ら考える力
を身につけられるのも馬術競技の魅
力だそうです。
　大学の授業ではドイツ語を受講
し、生物の授業も楽しく受けていま
す。「先生方が授業のみならず、馬
術も続けられるようサポートしてく
ださることがとてもうれしいです」
とにっこり。
　「卒業後は生物に関する研究職か、
動物にかかわる仕事に就きたい」と
1年生ながらも将来設計をしっかり
描く小林さんは、学生生活を満喫す
る日々を送っているようです。
（埼玉県立熊谷女子高等学校出身）

　立正大学では「facebook」を始めました。
「いいね！」ボタンをクリックしていただき
ますと、大学の身近なニュースが届きます。
「いいね！」ボタンをクリックして、立正大
学を応援してください。

「立正大学facebook」、始めました
「いいね！」、お待ちしています!

　昨年12月12日、お昼休みを
利用して、全学（学生、教職員）
での防災訓練を行いました。今
後想定される大規模地震の発
生に備え、本部任務や初動対
応による避難方法の把握、伝
達・連絡等を確認するとともに、
全学的訓練を体験することに
よって防災意識を高めること、
さらに訓練に対する意見等を
収集し、問題点の把握ならびに
改善を図ることを目的に開催し
ました。備えあれば憂いなし、
です。

12月12日、
全学防災訓練を実施


